
 

 

はじめに 

 

本書は、「抑止杭」および「補強杭」共通の概算工事費に関する取り扱い説明書で

す。 

概算工事費算出機能の操作手順および計算仕様について説明してあります。 

各製品の「取り扱い説明・操作編」とあわせてお読みください。 

 

五大開発株式会社 

 

 

Windowsは米国Microsoft Corporationの登録商標です。 

その他、記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

使用許諾契約書と著作権保護 

1. このソフトウェアの著作権は、五大開発株式会社にあります。 

2. このソフトウェアおよび取り扱い説明書の一部または全部を無断で使用、複製するこ

とはできません。 

3. このソフトウェアはコンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。

4. このソフトウェアおよび取り扱い説明書は、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使

用することができます。 

5. このソフトウェアおよび取り扱い説明書を運用した結果の損害について、弊社では責

任を負いません。出力結果についてはお客様の責任において必ず検査を行った上で運

用・提出してください。 
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1 起動方法 

構造計算結果画面の[概算工事費]ボタンをクリックします。(詳しくは

「抑止杭」または「補強杭」の「取り扱い説明書 操作編」をご覧くださ

い) 
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2 用語の定義 

ここでは、本書で使用されている用語の定義を明記します。 

 

[設計杭径] 

1)杭が鋼管の場合はその外径を表します。 

 

 

 

 

2)杭がＨ形鋼の場合はその対角線の長さ 22 BH + を表します。 

求める値は、四捨五入して小数第1位(mm)とします。 

ただし、この説明書に出てくるＨ形鋼のＨとＢの値は、呼称寸法を用い

ることとします。 

 

 

 

 

 

3)鋼管＋Ｈ形鋼の場合は鋼管の設計杭径を使用します。 

4)二重鋼管の場合は外側鋼管の設計杭径を使用します。 

 

[削孔長・掘削長・掘削深] 

杭を建込むために掘削する長さのことをいいます。 

 

[削孔径、掘削径] 

杭を建込むために掘削した直径のことをいい、設計杭径によって決まりま

す。設計杭径と削孔径の対応表は各積算方法の章をご参照下さい。 

Ｂ 

設計杭径 

設計杭径

Ｈ
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3 操作説明 

3.1 画面各部の名称および表記規則 

本書および本プログラムのヘルプにおいて、以下のような表記規則をとっていま

す。 

 

表  記 名  称 説  明 

［ＯＫ］ プッシュボタン 

メニューコマンド 

クリックすることによって何らかの処理をおこ

ないます。 

□積算範囲… チェックボックス チェックするとそれを考慮したことになりま

す。 

土質 ▼ コンボボックス 表示されたリスト項目の中から１つを選択しま

す。 

○ﾓﾙﾀﾙ 

○ｺﾝｸﾘｰﾄ 

オプションボタン ２つ以上の選択肢の中から１つを選択します。 

 

ダイアログボックス 

ユーザーからの追加情報などを表示する２次ウィンドウをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションボタン 

 

チェックボックス 

 

 

 

ダイアログボックス 

 

 

 

コンボボックス 
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3.2 メニューコマンド 

3.2.1 [ファイル] メニュー 

 

 

 

メニューコマンド名 説 明 
 
[印刷...] 文書を印刷します。 

[終了]  概算工事費算出を終了します。 

 

3.2.2 [設定] メニュー 

 

 
 

メニューコマンド名 説 明 
 
[条件] 積算条件の入力ダイアログを開きま

す。 

[単価] 

 -[単価切替] 

 

-[単価編集] 

 

採用する単価データを設定するダイア

ログを開きます。 

単価の編集ダイアログを開きます。 

[歩掛・補正係数] 

-[鋼製杭] 

-[国土交通省] 

-[大口径ボーリングマシン工 H28] 

-[ダウンザホールハンマ工 H28] 

-[大口径ボーリング協会 BH工 H28] 

歩掛･補正係数の編集ダイアログを開

きます。 

 

-[日本建設機械施工協会ダウンザホールハンマ工 H28] 

   -[ねじ継手施工時間] 

-[鉄筋コンクリート杭] 

-[国土交通省 深礎工 H28] 

-[大口径ボーリング協会 BH工 H28] 
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3.2.3 [オプション] メニュー 

 

 

 

メニューコマンド名 説 明 
 
[並べ替え] 概算工事費表を次のメニューのとおりに並べ替えしま

す。 

-[構造計算結果順] 

-[杭1本当りの金額(昇順)] 

-[杭1本当りの金額(降順)] 

-[単位幅当りの金額(昇順)] 

-[単位幅当りの金額(降順)] 

[印刷対象] 印刷する概算工事費の行を次の条件により選択しま

す。 

-[すべてON] 全ての行を印刷対象とします。 

-[すべてOFF] 全ての行を印刷対象から除外します。 

-[強度別] 強度に対して印刷対象とします。 

-[行範囲] 連続した行に対して印刷対象とします。 

 

 

3.2.4 [ヘルプ] メニュー 

 

 

 

メニューコマンド名 説 明 
 
[目次] ヘルプの目次画面を表示します。 

[バージョン情報...] バージョン情報を表示します。 
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3.3 積算条件の入力 

3.3.1 現場名 

構造計算画面で入力した現場名、測線名、備考を確認する画面です。 

 

 

 

項 目 説 明 
      
現場名 

 

ここで編集することはできません。 

測線名 

 

ここで編集することはできません。 

備考 

 

ここで編集することはできません。 

メモ 

   半角60文字 

必要に応じてコメントを入力します。 
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3.3.2 土質分類 

 

 

 

掘削費を求めるために土質を入力してください。１０層まで入力できます。 

 

項 目 説 明 
      
各層の土質分類 

 

掘削深度(m) 

  0.01～999.99 

 

層厚(m) 

 自動で算出されます 

 

土質分類▼ 

 

掘削深度を入力して、その深度に対する土質を選択し

てください。 

（層厚は自動で算出されます） 

 

※杭長に対して掘削深度が不足すると工事費が算出で

きません。杭長に対して十分な掘削深度を設定してく

ださい。参考値として「18.00 mを越える深さ」とい

うように内容が表示されていますので、それよりも深

い掘削深度を設定してください。 

 

□積算基準の杭長、掘削長

による歩掛の制限を外す 

歩掛に杭長・掘削長の制限を超えるものでも計算を行

う場合、チェックをオンにしてください。超えた場合

の歩掛は設定してある最深のものを使用します。 

 

例：深礎工のA工法は掘削長20mまで歩掛があります。

掘削長30mの計算をするとき、チェックをオンにする

と、歩掛を20mのものを使用し計算を行います。 

チェックをオフにした場合、計算されません。 

 

※本画面では”掘削深度”で必ず入力してください。 
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3.3.3 鋼製杭 積算種別 

 

 

 

項 目 説 明 
      
積算種別 

○簡易積算 

仮設費 

0～999,999(円/本) 

○大口径ボーリングマシン工 H28年度 

○ダウンザホールハンマ工 H28年度 

 

積算方法を選択してください。 

簡易積算を選択した場合は杭1本当りの

仮設費を入力してください。 

 

 

□クレーンを施工現場に搬入・設置

ができる 

クレーンを施工現場に搬入・設置がで

きるかどうかを入力します。 

□積算範囲を超える外径に対し、 

別の協会の積算で算出する 

チェックをONにすると、国土交通省積

算の適用外径を超える場合に別の協会

の積算基準で結果を出します。 

基準となる鋼材の長さ 

0.1～99.9(m) 

 

鋼材の溶接前の1本当りの長さを入力し

てください。 

初期値は12mとなっていますが、運搬条

件等を考慮して設定して下さい。 

 

▼ 地域 

 

対象地域を選択してください。 

※ダウンザホールハンマ工 

 基準となる鋼材の長さが12m以外の場合 

概算工事費の結果に注意が必要となる 

メッセージを表示します。 
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3.3.4 鋼管設定 

 

 

 

項 目 説 明 
      
積算対象 

 

積算対象とする材質を選択してください。 

製造範囲外の材質については、積算対象が灰色とな

り選択できないようになります。 

 

現場継手 

○ねじ継手 

○溶接 

  □570材の場合は、ねじ

    継手使用 

現場継手を選択してください。 

 

 

左記チェックボックスは、溶接を選択した場合に有

効になります。チェックボックスにチェックを付け

た場合、400材および490材の場合は溶接で概算工事

費を算出しますが、570材の場合は、ねじ継手で概

算工事費を算出します。 
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3.3.5 大口径ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ工､ﾀﾞｳﾝｻﾞﾎｰﾙﾊﾝﾏ工､BH工 積算条件 

 

 

 

項 目 説 明 
      
大口径ボーリングマシン移動方法 

○付属ウインチ 

○補助クレーン 

 

大口径ボーリングマシンの移動方法を選択してくだ

さい。 

○補助クレーン を選択した場合、 

 国土交通省の積算ではラフテレーンクレーンを 

使用するものとして計算します。 

 大口径ボーリング協会の積算では補助トラック 

クレーンを使用するものとして計算します。 

 

中詰材 

○モルタル 

○コンクリート 

 

中詰材の種類を選択してください。 

ＢＨ工 

ロッド標準長さ 

0.1～9.9(m) 

 

大口径ボーリング協会ＢＨ工で使用します。 

ロッドの標準長さを入力してください。 

大口径ボーリングマシンの 

運転日当り運転時間 

0.00～9.00(時間) 

 

大口径ボーリングマシンの運転日当り運転時間を 

入力してください。 

継手個所数 

  0～99(箇所) 

  (※1) 

杭および鉄筋籠建込み時の継手数を入力してく 

ださい。 

杭の材料を「鋼管+H形鋼」または「二重鋼管」に

選択した場合は、それぞれの継手数を入力してく

ださい。 

 



 

 11

 
項 目 説 明 

      
ＢＨ工 

大口径ボーリングマシン 

選定方法 

○自動選定 (※2) 

○22kW固定 

○30kW固定 

 

大口径ボーリング協会ＢＨ工で使用する大口径ボ

ーリングマシンを選択してください。 

(※1) 初期値について 

   <ねじ継ぎ手の場合> 

    杭長÷基準となる鋼材の長さ (小数点以下切り捨て) 

   <溶接の場合> 

    0 

継ぎ手箇所数に任意の箇所数が入力されていた場合でも、現場継手の変更

を行うと上記の初期値に戻ります。 

 

(※2)「自動選定」を選択した場合、削孔径に応じてボーリングマシンを自動

選定します。 

< 鋼製杭の場合 > 

510.1mm≦設計杭径≦950.0mmの場合は22kW級マシンを選定します。 

950.1mm≦設計杭径≦1450.0mmの場合は30kW級マシンを選定します。 

< 鉄筋コンクリート杭の場合 > 

600.1mm≦設計杭径≦1000.0mmの場合は22kW級マシンを選定します。 

1000.1mm≦設計杭径≦1199.9mmの場合は30kW級マシンを選定します。 

この区分は「大口径ボーリング工法 平成16年度版」の内容に基づいています。 

      なお、「大口径ボーリング工法 平成18年度版」以降には、上記区分は特に記 

   述されていません。 
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3.3.6 鉄筋コンクリート杭 積算種別 

 

 

 

項 目 説 明 
      
積算種別 

深礎工 H28年度 

 

□積算範囲を超える外径に対し、 

別の協会の積算で算出する 

チェックをONにすると、国土交通省積算

の適用外径を超える場合に別の協会の積

算基準で結果を出します。 

 

掘削機の搬入 

□掘削機を現場へ搬入ができる 

 

掘削機が現場へ搬入できる場合はチェッ

クしてください。 

土留材(ライナープレート) 

▼板厚(mm) 

 

本プログラムでは土留材としてライナー

プレートを使用するものとします。 

ライナープレートの板厚を選択してくだ

さい。 
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3.4 概算工事費算出画面 

 

 

 

項 目 説 明 
      
概算工事費表  

□印刷 画面表示や印刷したい行をチェックします。 

表示オプションボタンで「○全て表示」を選択してい

るときのみ切替ができます。 

 

寸法(mm) 

 

杭材の寸法を表示します。 

鋼管…杭径×肉厚 

H形鋼…H×B×t1×t2 

鉄筋コンクリート杭の時は表示しません。 

 

強度 

 

杭の強度を表示します。 

鉄筋コンクリート杭の時は表示しません。 

材質と製法(鋼管のみ) 鋼管の材質と製法を表示します。 

 

杭間隔(m) 

 

杭の設置間隔を表示します。 

杭長(m) 

 

1本当りの杭長を表示します。 

概算工費(千円/本) 杭1本当りの概算工費を千円未満切り捨てて表示しま

す。 

 

概算工費(千円/m) 

 

杭の施工幅1m当りの概算工費を千円未満切り捨てて表

示します。 

 

削孔長(掘削長)(m) 

 

1本当りの削孔長(掘削長)を表示します。 

削孔径(公称径)(mm) 

 

杭の削孔径(公称径)を表示します。 
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項 目 説 明 
      
単位質量(kg/m) 

 

各杭材の1m当りの質量を表示します。 

鉄筋コンクリート杭の時は表示しません。 

 

質量(t/本) 

 

各杭材の1本当りの質量を表示します。 

鉄筋コンクリート杭の時は表示しません。 

 

[概算工事費終了] 

 

概算工事費を終了し、構造計算結果画面へ戻ります。 

 

[内訳...]  現在選択されている行についての積算内訳を表示しま

す。 

 →「3.5 内訳画面」参照 

 

[印刷...] 

 

概算工事費表を印刷します。概算工事費表の｢□印刷｣

でチェックされた行のみの印刷となります。 

 

[Word出力...] 

 

概算工事費表をMicrosoft Word形式のファイルに出力

します。 

[条件...] 

 

積算条件ダイアログを表示します。 

 →「3.3 積算条件の入力」参照 

 

[並べ替え...] 

 

概算工事費表のデータを並べ替えします。 

 →「3.10 並べ替え」参照 

 

[印刷対象選択...] 

 

印刷する行を条件により自動選択します。 

 →「3.11 印刷対象行選択」参照 

 

[表をコピー...] 

 

概算工事費表をクリップボードにコピーします。

Excel等に貼り付けることができます。 

 

表示 

○全表示 

○印刷対象行のみ 

 

画面表示を概算工事費表｢□印刷｣でチェックした行の

みを表示するか、全ての行を表示するかを選択してく

ださい。 
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3.5 内訳画面 

杭1本当りの積算内訳を表示します。 

 

 

 

項 目 説 明 
      
適用歩掛 

 

積算に使用した基準名を表示します。 

杭1本当り合計(円) 

 

概算工事費合計額を表示します。 

[表をコピー] 

 

表をクリップボードにコピーします。Excel等に貼り

付けることができます。 

 

[作業単価...] 

 

現在選択されている行の作業単価を表示します。 

[印刷...] 

 

内訳表を印刷します。 

[Word出力] 

 

内訳表をMicrosoft Word形式のファイルに出力しま

す。 

[鋼管単価...] 

 

各材質・製法の単価がそれぞれいくらかを表示しま

す。 

 

[情報...] 

 

国土交通省 大口径ボーリングマシン工、大口径ボー

リング協会 ＢＨ工、の積算で用いる時間を表示しま

す。 
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3.6 作業単価画面 

内訳の各単価表を表示します。 

 

 

 

項 目 説 明 
      
[印刷...] 

 

作業単価表を印刷します。 

[表をコピー] 

 

表をクリップボードにコピーします。 

[Word出力] 

 

作業単価表をMicrosoft Word形式のファイルに出力し

ます。 

合計(円) 

 

作業単価合計を表示します。 



 

 17

3.7  単価設定 

単価設定は、メニューコマンドの[設定]-[単価]-[単価切替]/[単価編集]で行え

ます。[単価切替]は、概算工事費に使用する単価データを選択するためのメニュ

ーです。[単価編集]は、単価自体を編集するためのメニューです。 

 

3.7.1 単価切替 

単価切替メニューを選択すると、参照先および単価データ一覧のリストが表示さ

れます。単価を切り替えたい場合には、当該フォルダをクリックして[OK]ボタン

をクリックします。 

 

 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

 

[キャンセル] 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した単価データは、破棄されます。 

[名前の変更] 単価データの名前を変更します。 

[コピー] 現在選択している単価データのコピーを作成します。

[削除] 単価データを削除します。 

(※現在選択している単価データは削除できません。)
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3.7.2 単価編集(共通) 

単価編集メニューを選択すると、単価ダイアログボックスが現れて、各単

価が表示されます。単価は自由に変更することができます。 

単価を変更するには、そのセルにカーソルをあわせて金額を入力します。 

 

 
 

 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の単価で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した単価は、破棄されます。 

[鋼管1] 

 ～
 

[機械運転費] 

単価表を切り換えます。 

鋼管は2画面に分かれています。 

 鋼管1…寸法別単価 

 鋼管2…地域別エキストラ、長さエキストラ 

 

 



 

 19

3.7.3 鋼管1 

鋼管の寸法別単価を設定する画面です。 

 

 

 

項 目 説 明 
      
▼材質と製法 

 

編集する材質と製法を選択してください。 

寸法別単価 

  1～999,999(円) 

 

寸法別単価を入力してください。 

[杭径編集] 

   0.1～3000.0(mm) 

 

杭径の範囲を編集します。 

[肉厚編集] 

   0.1～120.0(mm) 

 

肉厚の範囲を編集します。 

[単価一括変更] 

-999999～999999(円) 

 

設定した増減額を現在選択中の「材質と製法」の全て

の鋼管の単価に加算します。 

[単価変更] 

0～999999(円) 

(※セル範囲を選択して右

クリックすると出現) 

選択したセル範囲全てに、新しく入力した単価を反映

します。 

[初期単価設定] 

 

現在選択中の「材質と製法」の単価を製品出荷時の単

価に初期化します。 

[単価印刷] 

 

 

現在選択中の「材質と製法」の単価表を印刷します。
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3.7.4 鋼管2 

鋼管の各種エキストラを設定する画面です。 

 

 

 

項 目 説 明 
      
▼材質と製法 

 

編集する材質と製法を選択してください。 

長さエキストラ 

  0～999,999(円/t加算) 

 

長さにより加算されるエキストラ価格を入力してくだ

さい。 

 [長さ編集] 

   0.1～99.9(m) 

 

長さの範囲を編集します。 

地域別エキストラ 

  0～999,999(円/t加算) 

 

地域により加算されるエキストラ価格を入力してくだ

さい。 

 [初期単価設定] 

 

 

現在選択中の「材質と製法」の単価を製品出荷時の単

価に初期化します。 
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3.7.5 H形鋼 

H形鋼単価と規格エキストラを設定する画面です。 

 

 

項 目 説 明 
      
HおよびB 

 1～999(mm) 

t1およびt2 

0.1～99.9(mm) 

単価 

  1～999,999(円/t) 

H形鋼の寸法と単価を入力してください。 

 

H: 高さ 

B: 辺長 

t1:ウェブ 

t2:フランジ 

規格エキストラ 

  0～999,999(円/t加算) 

規格により加算されるエキストラ価格を入力してくだ

さい。 

［初期単価設定］ 現在選択中の「材質と製法」の単価を製品出荷時の単

価に初期化します。 

 

3.7.6 人件費 

 

 

項 目 説 明 
      
人件費単価 

  1～999,999(円/人) 

各職種の1人当りの単価を入力してください。 
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3.7.7 ライナープレート 

 

 

項 目 説 明 
      
ライナープレート単価 

  1～999,999 (円/m) 

ライナープレートの単価を入力してください。 

 

 

3.7.8 消耗品単価 

 

 

項 目 説 明 
      
単価 

  1～99,999,999 (円) 

ビット等消耗品単価を入力してください。 
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3.7.9 その他材料等 

コンクリート、鉄筋・中詰材料等および鉄筋工の単価を設定する画面です。 

 

 

項 目 説 明 
      
材料単価 

  鉄筋工     1～999,999 (円/t) 

  杭内足場工 1～999,999（円/掛㎡）

  鉄筋材料   1～999,999 (円/t) 

  上記以外   1～999,999 (円/m3)  

各材料、鉄筋工の単価を入力してくださ

い。 

鉄筋工のみ工費を含みます。 

 

3.7.10  簡易積算 

簡易積算に関する単価を設定する画面です。 

 

 

項 目 説 明 
      
削孔単価 

  1～999,999 (円/m) 

削孔単価を入力してください。 

溶接単価 

  1～999,999 (円/m) 

溶接長さ当りの溶接単価を入力してください。 

充填単価 

  1～999,999 (円/m3) 

充填単価を入力してください。 
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3.7.11  機械運転費 

 

 

 

項 目 説 明 
      
機械運転費 

  1～99,999,999(円) 

 

各機械損料、運転費を入力してください。 
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3.8 歩掛編集画面 

3.8.1 国土交通省 大口径ボーリングマシン工 H28 

 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鋼製杭]-[国土交通省]-[大口

径ボーリングマシン工 H28]でこの画面を開きます。 

 
 

歩掛ダイアログボックスには、各歩掛が表示されます。 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて入力してく

ださい。 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の歩掛で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した歩掛は、破棄されます。 

[施工歩掛1] 

 ～
 

 

[消耗費歩掛] 

歩掛表を切り換えます。 

施工歩掛は2画面に分かれています。 

施工歩掛1… 編成人員、土質毎の削孔日数、 

杭種毎の準備・建込み等日数 

施工歩掛2… 杭1本当りの溶接日数、 

鋼管板厚補正係数、諸雑費率 
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3.8.1.1 施工歩掛1 

 

 

 

項 目 説 明 
      
編成人員 

  0.01～9.99(人) 

 

施工の編成人員を入力してください。なお、溶接工は

溶接箇所数(→「4.1.4 溶接費」参照)が1箇所以上あ

る場合に計上されます。 

 

土質毎の削孔時間 

  0.01～0.99 (日/ｍ) 

 

土質毎の削孔日数を入力してください。 

杭種別毎の準備 

・建込み等日数 

  0.01～9.99 (日/本) 

 

杭1本当りの鋼管、H形鋼等の準備建込み等日数を入力

してください。 
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3.8.1.2 施工歩掛2 

 

 

 

項 目 説 明 
      
杭1本当りの溶接日数 

  0.01～0.99 (日/本) 

 

杭1本当り（鋼管、H形鋼等）の溶接日数を入力してく

ださい。 

鋼管板厚補正係数 

  0.01～9.99 

 

鋼管板厚補正係数を入力して下さい。 

諸雑費率(%) 

  0.0～100.0 

 

施工歩掛の諸雑費率を入力してください。 
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3.8.1.3 中詰材歩掛 

 

 

 

項 目 説 明 
      
杭1本当りの充填日数 

  0.01～0.99(日/本) 

 

杭1本当りのモルタル及び中詰コンクリート打設日数

を入力して下さい。 

 

モルタル使用 

モルタルロス率 

  -1.00～1.00 

 

中詰材としてモルタルを使用した場合のモルタルロス

率を入力してください。 

コンクリート使用 

モルタルロス率 

中詰コンクリートロス率 

  -1.00～1.00 

 

中詰材としてコンクリートを使用した場合のモルタル

ロス率、中詰コンクリートロス率を入力してくださ

い。 
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3.8.1.4 消耗費歩掛 

 

 

 

項 目 説 明 
      
ビット損耗費率 

  0.0～100.0 (%) 

 

ビット等の損耗量を入力してください。 
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3.8.2 国土交通省 ダウンザホールハンマ工 H28 

 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鋼製杭]-[国土交通省]-[ダウ

ンザホールハンマ工 H28]でこの画面を開きます。 

 
 

歩掛ダイアログボックスには、各歩掛が表示されます。 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて入力してく

ださい。 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の歩掛で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した歩掛は、破棄されます。 

[施工歩掛1] 

 ～
 

 

[施工歩掛2] 

歩掛表を切り換えます。 

施工歩掛は2画面に分かれています。 

施工歩掛1… 編成人員、土質係数、板厚係数、 

クレーン工法 鋼管杭施工日数、 

大口径ボーリングマシン工法 鋼管 

杭施工日数 

施工歩掛2… クレーン工法 H形鋼杭施工日数、 

大口径ボーリングマシン工法 H形鋼

杭施工日数、中詰材補正係数（モル

タル使用、コンクリート使用）、諸

雑費率 
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3.8.2.1 施工歩掛1 

 

 

 

項 目 説 明 
      
編成人員 

  0.1～9.9(人) 

 

施工の編成人員を入力してください。なお、溶接工は

溶接箇所数(→「4.1.4 溶接費」参照)が1箇所以上あ

る場合に計上されます。 

 

土質係数 

  0.01～9.99  

 

土質ごとの係数を入力してください。 

板厚係数 

  0.01～9.99  

 

鋼管杭1本当りの板厚係数を入力してください。 

クレーン工法 

鋼管杭施工日数 

  0.01～9.99 (日/本) 

 

施工日数を入力してください。 

大口径ボーリング 

マシン工法 

鋼管杭施工日数 

  0.01～9.99 (日/本) 

 

施工日数を入力してください。 
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3.8.2.2 施工歩掛2 

 

 

 

項 目 説 明 
      
クレーン工法 

H形鋼杭施工日数 

  0.01～9.99(日/本) 

 

施工日数を入力してください。 

大口径ボーリング 

マシン工法 

H形鋼杭施工日数 

  0.01～9.99(日/本) 

 

施工日数を入力してください。 

中詰材補正係数  

モルタル使用 

モルタルロス率 

  -1.00～1.00 

 

中詰材としてモルタルを使用した場合のモルタルロス

率を入力してください。 

コンクリート使用 

モルタルロス率 

中詰コンクリートロス率 

  -1.00～1.00 

 

中詰材としてコンクリートを使用した場合のモルタル

ロス率、中詰コンクリートロス率を入力してくださ

い。 

諸雑費率(%) 

  0～99 

 

施工歩掛の諸雑費率を入力してください。 
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3.8.3 大口径ボーリング協会 BH工 H28 

 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鋼製杭]-[大口径ボーリング協

会 BH工 H28]、または、[設定]-[歩掛・補正係数]-[鉄筋コンクリート杭]-[大口

径ボーリング協会 BH工 H28]でこの画面を開きます。 

 
 

歩掛ダイアログボックスには、各歩掛が表示されます。 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて入力してく

ださい。 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の歩掛で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した歩掛は、破棄されます。 

[施工歩掛1] 

 ～
 

 

[消耗品歩掛] 

歩掛表を切り換えます。 

施工歩掛は2画面に分かれています。 

施工歩掛1…編成人員、準備時間、土質別削孔時

      間、削孔時間補正係数、建込み時間

施工歩掛2…孔内洗浄時間、ビットの交換回数、

継ぎ手時間 
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3.8.3.1 施工歩掛1 

 

 
 

項 目 説 明 
      
編成人員 

  0.1～9.9(人) 

 

施工の編成人員を入力してください。なお、溶接工は

溶接箇所数(→「4.1.4 溶接費」参照)が1箇所以上あ

る場合に計上されます。 

 

準備時間 

  1～999 (min/本) 

 

機械の移動方法別の準備時間を入力してください。 

土質別削孔時間 

  1～999 (min/m) 

 

土質別の削孔時間を入力してください。 

削孔時間補正係数 

  0.01～9.99 

 

削孔時間の補正係数を入力してください。 

建込み時間 

  1～99 (min/m) 

 

杭1m当りの鋼管、H形鋼、鉄筋コンクリート杭の建込

み時間を入力してください。 
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3.8.3.2 施工歩掛2 

 

 
 

項 目 説 明 
      
基準孔内洗浄時間 

  0.1～999.9 (min/本) 

 

削孔径600mmにおける杭1本当りの孔内洗浄時間を

入力してください。 

ビットの交換回数 

  0～9 (回) 

 

杭1本当りの掘削に対するビット交換回数を入力

してください。 

継ぎ手時間 

  1～9999(min/1箇所) … 鋼管 

  1～9999(min/1箇所) … H形鋼 

  1～9999(min/1箇所) … 

鉄筋コンクリート

 

鋼管の肉厚補正係数 

0.01～99.99 

 

 

継ぎ手時間の欄には、鋼管・H形鋼・鉄筋コンク

リートにおける 1箇所当たりの継ぎ手時間を入力

してください。 

 

 

鋼管の肉厚補正係数の欄には、鋼管を溶接する際

の肉厚別の補正係数を入力してください。 

 

※肉厚30.1mm以上については、肉厚26.1mm～

30.0mmと同じ値を入力してあります。実情に応じ

て適切な値を入力してください。 
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3.8.3.3 中詰材歩掛 

 

 

 

項 目 説 明 
      
中詰材充填時間・コンクリー

ト打設時間 

 

杭の種類別削孔径による係数 

   1～99(min/m) 

 

杭の種類別削孔径による係数を入力してくださ

い。鉄筋コンクリート杭はコンクリート杭の係数

を使用して計算を行います。 

中詰材補正係数  

鋼製杭補正係数 

  0.01～9.99 

 

中詰材としてモルタルを使用した場合のモルタル

補正係数、コンクリートを使用した場合のモルタ

ル補正係数、コンクリート補正係数を入力してく

ださい。 

鉄筋コンクリート杭補正係数 

  0.01～9.99 

 

コンクリート補正係数を入力してください。 

作業補正係数 

  0.01～1.05 

 

作業補正係数を入力してください。 

詳しくは説明ボタンを参照してください。 

諸雑費率 (%) 

  0～99 

 

諸雑費率を入力してください。 
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3.8.3.4 消耗品歩掛 

 

 

 

項 目 説 明 
      
ビット等損耗量 

  0.0001～10.0000

 

1m当りのビット等の損耗量を入力してください。 
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3.8.4 日本建設機械施工協会 ダウンザホールハンマ工 H28 

 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鋼製杭]-[日本建設機械施工協

会ダウンザホールハンマ工 H28]でこの画面を開きます。 

 

 
 

歩掛ダイアログボックスには、各歩掛が表示されます。 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて入力してく

ださい。 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の歩掛で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した歩掛は、破棄されます。 

[施工歩掛1] 

 ～
 

 

[施工歩掛2] 

歩掛表を切り換えます。 

施工歩掛は2画面に分かれています。 

施工歩掛1…編成人員、土質係数、板厚係数、 

鋼管杭施工日数 

施工歩掛2…H形鋼施工日数、ロス率、 

               諸経費率 
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3.8.4.1 施工歩掛1 

 
 

項 目 説 明 
      
編成人員 

 0.1～9.9(人) 

ダウンザホールハンマ工の編成人員を入力してくださ

い。 

土質係数 

 0.01～9.99 

土質係数を入力してください。 

板厚係数 

 0.01～9.99 

板厚係数を入力してください。 

鋼管杭施工日数 

 0.01～9.99(日/本) 

鋼管杭の1本当りの施工日数を入力してください。 

  

3.8.4.2 施工歩掛2 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

項 目 説 明 
      
H型鋼施工日数 

 0.01～9.99(日/本) 

H型鋼の1本当りの施工日数を入力してください。 

ロス率 

 -1.0～1.0 

中詰材のロス率を入力してください。 

諸雑費率(%) 

 0～99 

諸雑費率を入力してください。 
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3.8.5 国土交通省 深礎工 H28 

 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鉄筋コンクリート杭]-[国土交

通省 深礎工 H28]でこの画面を開きます。 

 

 
 

歩掛ダイアログボックスには、各歩掛が表示されます。 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて歩掛を入力

してください。 
 

項 目 説 明 
      
[ＯＫ] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

現在の歩掛で、登録されます。 

[キャンセル] 

 

 

このダイアログボックスを閉じます。 

変更した歩掛は、破棄されます。 

[掘削土留1] 

 ～
 

[組立解体] 

歩掛表を切り換えます。 

掘削土留歩掛は3画面に分かれています。 

掘削土留1…編成人員、土質係数、掘削1m当り施 

工日数(A工法、B工法-1) 

掘削土留2…掘削1m当り施工日数（B工法-2、C工

法） 

掘削土留3…諸雑費率、杭内足場工の掘削1m当たり

の掛面積 
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3.8.5.1 掘削土留1 

 

 

 

項 目 説 明 
      
編成人員 

  1～9(人/本) 

 

杭1本当りの掘削土留作業編成人員を入力してくださ

い。 

土質係数 

  0.01～9.99 

 

土質係数を入力してください。 

掘削1m当り施工日数 

A工法 

  0.01～9.99(日/m) 

 

 

A工法（人力掘削・機械排土）の掘削1m当り施工日数

を入力してください。 

B工法-1 

  0.01～9.99(日/m) 

B工法-1（人力併用機械掘削・機械排土）の掘削1m当

り施工日数を入力してください。 
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3.8.5.2 掘削土留2 

 

 

 

項 目 説 明 
      
掘削1m当り施工日数 

  B工法-2 

   0.01～9.99(日/m) 

 

 

B工法-2（人力併用機械掘削･機械排土）の掘削1m当り

施工日数を入力してください。 

  C工法 

   0.01～9.99(日/m) 

C工法（人力掘削後、やぐら装置排土）の掘削1m当り

施工日数を入力してください。 
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3.8.5.3 掘削土留3 

 

 

 

項 目 説 明 
      
諸雑費率(%) 

  0.01～999.99 

 

各土質ごとに掘削にかかる諸雑費率を入力してくださ

い。 

杭内足場工･掘削1m当たり 

掛面積(㎡) 

  0.1～99.9 

杭内足場工における、掘削1m当りの掛面積を入力して

ください。 
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3.8.5.4  グラウト工 

 

 

 

項 目 説 明 
      

グラウト注入歩掛 

  0.00～9.99(諸雑費率以外) 

  0～99(諸雑費率) 

グラウト注入歩掛を入力してください。 

 

3.8.5.5 組立解体 

 

 

 

項 目 説 明 
      

組立・解体歩掛 

  0.00～9.99(諸雑費率以外) 

  0～99(諸雑費率) 

掘削作業設備の組立･解体歩掛を入力してくだ

さい。 
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3.9 継手施工日数 

メニューコマンドの[設定]-[歩掛・補正係数]-[鋼製杭]-[継手施工日数]でこの

画面を開きます。 

 

 

 

歩掛は自由に変更することができます。 

変更したい歩掛がある場合は、そのセルにカーソルをあわせて歩掛を入力

してください。 

 
項 目 説 明 

      
 

継手の施工日数（日） 

0.00～99.00 

 

 

 

 

ねじ継手の１回当りの施工日数を入力してください。
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3.10 並べ替え 

概算工事費表の並べ替えを行います。メニューの[オプション]-[並べ替

え]でも同様のことができます。 

 
 

項 目 説 明 
      
条件 

○構造計算結果順 

○杭1本当たりの合計金額(昇順) 

○杭1本当たりの合計金額(降順) 

○単位幅当たりの合計金額(昇順) 

○単位幅当たりの合計金額(降順) 

並べ替えの条件を選んでください。 

 

3.11 印刷対象行選択 

概算工事費表のデータ表示選択を条件設定により行います。メニューの

[オプション]-[印刷対象]でも同様のことができます。 

 
 

項 目 説 明 
      
選択条件 

○すべてON 

○すべてOFF 

 

選択条件を選んでください。 

 

 

○強度別 

□(強度) 

強度別の選択はチェックされた強度に該当する行のみ

を印刷対象にします。 

○連続行の選択 

1～100 

連続行の選択は、現在すでに印刷対象になっているも

のに付け加えて、印刷対象にします。 
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4 積算方法 

4.1 簡易積算 

簡易積算では、杭の設計条件に対して杭材費・削孔費・仮設費・溶接費・

充填費の５つの工費を簡易的に求めて、それらの合計から直接工事費（杭1

本当り、単位幅当り）を算出します。求める各工費は一円未満切捨てとし

ます。 

簡易積算における土質区分は表 4.1-1 とします。 

 

表 4.1-1  土質･岩質分類表 

 

土質・岩質分類 

粘性土 

砂質土 

礫質土 

砂礫 

軟岩Ⅰ 

軟岩Ⅱ 

中硬岩 

硬岩 

玉石 

 

4.1.1 杭材費 

杭材費(円/本)は、1本当りの杭重量(t/本)に杭材単価(円/t)を乗じたも

のとします。杭重量は小数点第4位を四捨五入とします。 

杭材費＝杭重量×杭材単価 

ここで、 

杭重量(t/本)＝杭の全長(m/本)×単位質量(t/m) 

 

 杭重量は内訳表の杭材費の数量として計上されます。 

 

杭材単価：「5.単価」参照。 
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4.1.2 削孔費 

削孔費(円/本)は、各層の削孔長(m/本)に削孔単価(円/m)を乗じたものとしま

す。 

削孔費＝（１層目の削孔長×削孔単価）＋ 

            …＋（ｎ層目の削孔長×削孔単価） 

ここで、削孔単価は以下の条件により求めます。 

 

1)設計杭径 d が190mm以上510mm以下の場合 

 

削孔単価は以下の表の値を使用します。 

ただし、この値はあくまで参考であり実情と異なる可能性があ

ります。よって、実情に合わせて変更してからお使いください。 

 

表 4.1-2  削孔単価 

(単位:円/m) 

設計杭径

(mm) 

190.0～

220.0 

220.1～

320.0 

320.1～

425.0 

425.1～

475.0 

475.1～

510.0 

削孔径(mm) 250 350 450 500 550 

粘性土 19,000 22,000 24,000 26,000 28,000 

砂質土 19,000 24,000 24,000 26,000 29,000 

礫質土 37,000 47,000 58,000 66,000 69,000 

砂礫 45,000 61,000 75,000 94,000 110,000 

軟岩Ⅰ 44,000 58,000 73,000 89,000 105,000 

軟岩Ⅱ 56,000 73,000 91,000 108,000 141,000 

中硬岩 61,000 79,000 105,000 122,000 160,000 

硬岩 70,000 94,000 128,000 156,000 185,000 

玉石 67,000 97,000 133,000 171,000 196,000 

 

2)設計杭径 d が510mmを超えた場合 

削孔単価＝
2

550
50

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ +d

×削孔径550mmの削孔単価   

(一円未満切捨てとします) 

 

3)設計杭径 d が190mm未満の場合 

本プログラムでは対応しません。 
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4.1.3 仮設費 

杭１本当りの仮設費(円/本)です。この値は直接入力してください。 

 

4.1.4 溶接費 

溶接費(円/本)は、杭材１本当りの溶接長さ(m/本)に溶接単価(円/m)を乗じた

ものとします。溶接長さは小数点第3位を四捨五入とします。 

1)使用杭材が鋼管の場合 

溶接費＝π×d×溶接箇所数×溶接単価 

2)使用杭材がＨ形鋼の場合 

溶接費＝(4×B＋2×H)×溶接箇所数×溶接単価 

3)使用杭材が鋼管＋Ｈ形鋼の場合 

溶接費＝(π×d＋4×B＋2×H)×溶接箇所数×溶接単価 

4)使用杭材が二重鋼管の場合 

溶接費＝(π×d1＋π×d2)×溶接箇所数×溶接単価 

ここで、 

溶接箇所数＝ 1−
L
lp

（切り上げて整数とします） 

d:設計杭径(m) 

d1:外側鋼管の設計杭径(m) 

d2:内側鋼管の設計杭径(m) 

H:H形鋼の高さ(m) 

B:H形鋼の辺(m) 

lp:杭の全長(m) 

L:杭材の標準長さ(m) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B (m)

H (m)

鋼管

Ｈ形鋼 d (m)
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4.1.5 充填費 

充填費(円/本)は、杭材の厚さを考慮しないものとし、杭の全長分の削孔

体積(m3)に充填単価(円/m3)を乗じたものとします。削孔体積は小数点第2

位を四捨五入とします。設計杭径が190.0(mm)未満のとき、充填費は算出

されません。 

充填費＝π/4×φ2×lp×充填単価 

ここで、 

φ:削孔径(m) (「表 4.1-2」参照) 

ただし、設計杭径ｄが0.51mを超えた場合は、 

φ＝ｄ＋0.05（ｍ）として算出します。 

 

lp :杭の全長(m) 
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4.2 国土交通省 大口径ボーリングマシン工 H28年度版 

4.2.1 施工概要 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

 

搬 入 路 構 築   芯 だ し や ぐ ら 撤 去

        

機械･機材搬入   削 孔 足場･敷鉄板撤去

        

整地･敷鉄板設置   鋼管又はH形鋼建込 機 械 搬 出

       

足 場 設 置   孔 内 洗 浄 

機

械

移

動

 

       

や ぐ ら 設 置   コンクリート･モルタル打設  

      

施

工

本

数

分

繰

り

返

し

 

 

4.2.2 適用範囲 

本プログラムで「国土交通省 大口径ボーリングマシン工 H28年度版」

を選択した場合の適用範囲は以下のとおりです。求める各工費は一円未満

切捨てとします。 

 

・杭径が190mm以上510mm以下である。 

・掘削長35m以下である。 

（「□積算基準の杭長、掘削長による制限を外す」でチェックオン

にした場合は35m超でも計算可能となります。3.3.2土質分類参照） 

※上記の条件を満たしていない場合、本プログラムでは計算できま

せん。 

表 4.2-1  杭径による削孔径 

(mm) 

杭径 削孔径 

190.0 ～ 220.0 250 

220.1 ～ 320.0 350 

320.1 ～ 425.0 450 

425.1 ～ 475.0 500 

475.1 ～ 510.0 550 
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4.2.3 機種の選定 

 

4.2.3.1 機種の選定 

機種の選定は、次表のとおりとします。 

表 4.2-2  機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

杭径   ：190.0～319.9mm 

掘削長 ：25m以下 
19kW

杭径   ：320.0～510mm 

掘削長 ：35m以下 
大口径ボーリングマシン 

杭径   ：190.0～319.9mm 

掘削長 ：25.1～35m以下 

30kW

台 1 

 

ラフテレーン 

クレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第1次基準値） 16t吊 
台 1 

資材等の現場内小運搬 

鋼管、H形鋼の建込み 

大口径ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝの移動 

必要に応じて計上する。 

 

 

4.2.3.2 補助機械の選定 

大口径ボーリングマシンの移動方法を付属ウインチかまたは補助クレー

ン（ラフテレーンクレーン）のどちらを使用するか、選択してください。 

基本的には、以下の条件によります。 

1)鋼管、Ｈ形鋼の建込み、大口径ボーリングマシンの移動は付属の

ウインチで施工することを標準とします。 

2)下記現場及び作業条件に該当する場合は、必要に応じて補助クレ

ーン（ラフテレーンクレーン）を使用します。 

・施工場所より10m以内のところに材料置場を設けることができ 

 ない場合 

・民家、構造物、その他の施設等を破損又は、危険にさらす恐れ 

 がある場合 

・水路等の連続的な凸凹の障害により大口径ボーリングマシン付 

 属ウインチによる施工が困難な場合 
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4.2.4 編成人員 

大口径ボーリングマシンによる場所打杭工の編成人員は、次表とします。 

表 4.2-3  編成人員 

(人) 

職種 土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員 溶接工※ 

編成人員 1.0 2.0 2.0 0.75 

※継杭(杭1本当りの溶接箇所数≧1)を施工する場合に計上。 

 

4.2.5 施工歩掛 

杭１本当り施工日数Ｔｃ(日/本) 

Ｔｃ＝Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４ 

 （注）Ｔｃは小数第3位を四捨五入し小数第2位とする。 

ここで、 

Ｔ１： 杭１本当り 削孔日数 (日/本) 

Ｔ２： 杭１本当り 準備･建込み等日数 (日/本) 

Ｔ３： 杭１本当り 充填日数 (日/本) 

Ｔ４： 杭１本当り 溶接日数 (日/本) 

    

※本プログラムでは、横継ぎ溶接には対応していません。 

立継ぎ溶接･･･鋼材を大口径ボーリングマシンのウインチ等で建込みながら溶接する施工方法。 

横継ぎ溶接･･･現場内の溶接ヤードにて鋼材を横にして溶接する施工方法。 

 

 

4.2.5.1 杭１本当りの削孔日数(Ｔ1) 

表 4.2-4  土質毎の削孔日数（Ｔａ） 

(日/ｍ) 

  土質･岩質分類 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ 

砂礫・ 

礫質土 

軟岩Ⅰ 

砂質土 

粘性土 
玉 石 

軟岩Ⅱ 

中硬岩 
硬 岩 

19ｋＷ 

30ｋＷ 
0.15 0.07 0.24 0.34 0.44 

(注) 1.土質毎の削孔日数（Ｔａ）は、掘削する土質ごとに次のとおり加算し

て算出する。 

Ｔ1＝Ｔａ１×Ｌ1＋Ｔａ２×Ｌ２＋Ｔａ３×Ｌ３＋Ｔａ４×Ｌ４＋･･････ 

Ｔａｎ:各土質毎の削孔日数（日/m） 

Ｌｎ :各土質の削孔長（m） 

2.Ｔ1は小数第3位を四捨五入し小数第2位とする。 
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4.2.5.2 杭１本当りの準備･建込み等日数(Ｔ2) 

杭１本当りの準備（足場作り、1回目のビット取付け、大口径ボーリング

マシンの移動、芯出し）、鋼管･H形鋼建込み、孔内洗浄、ロッド継足し･

引抜きの施工日数は次表とする。 

表 4.2-5  杭種毎の準備・建込み等日数（Ｔ2）      (日/本) 

杭長 

杭種 
9.0m以下 9.1 ～18.0m 18.1 ～27.0m 27.1 ～35.0m 

Ｈ 形 鋼 0.57 0.74 0.90 1.07 

鋼  管 0.60 0.76 0.93 1.10 

鋼管＋Ｈ形鋼 1.17 1.50 1.83 2.17 

       ※二重鋼管の場合は、鋼管の準備・建込み等日数を２倍します。 

      （注）１．足場作りとは、大口径ボーリングマシンの下に敷く足場材 

           の敷設とし、全体の仮設足場は含まない。 

         ２．削孔途中でのロッドの引抜きや挿入及びロッドの先端補修 

           を含む。 

 

4.2.5.3 杭１本当りの充填日数(Ｔ3) 

杭１本当りのモルタル及び中詰コンクリート打設日数は、次表のように

なります。 

鋼管＋Ｈ形鋼、二重鋼管の場合は外側鋼管の充填日数を杭１本当りの充

填日数とします。 

 

表 4.2-6  H形鋼（モルタル杭）（Ｔ3）          (日/本) 

杭長 

杭径 
9.0m以下 9.1～18.0m 18.1～27.0m 27.1～35.0m 

190mm以上350mm未満 0.09 0.15 0.21 0.27 

350mm以上510mm以下 0.16 0.31 0.47 0.62 

 

表 4.2-7  鋼管（モルタル･コンクリート杭）（Ｔ3）    (日/本) 

杭長 

杭径 
9.0m以下 9.1m～18.0m 18.1m～27.0m 27.1m～35.0m 

190mm以上400mm未満 0.10 0.18 0.23 0.30 

400mm以上510mm以下 0.14 0.28 0.42 0.60 

    （注）１．モルタル注入はグラウトポンプにより行い、注入パイプの 

         取付け・取外しを含む時間である。 

       ２．中詰コンクリートは、トラックミキサ等による打設時間と 

         する。 
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4.2.5.4 杭１本当りの溶接日数(Ｔ4) 

杭１本当りの溶接日数（日／本）は、次表によります。 

  Ｔ４＝ｔ４×溶接回数 

ここで、 

  ｔ４：１回当りの溶接日数（日／回）「表4.2-8、10、11」参照。 

ｌp
溶接回数 ＝

L 
－１ （小数点以下切り上げ） 

ｌp ： 杭長（ｍ） 

L  ： 基準となる鋼材の長さ（ｍ） 

 

１）鋼管溶接の場合 

  ｔ４ ＝ 鋼管１回当りの溶接日数×Ｋ１ 

      表4.2-8 鋼管１回当りの溶接日数           (日／回) 

杭径(mm) 
190.0 ～ 

    299.9

300.0 ～ 

    399.9

400.0 ～ 

    499.9 

500.0 ～ 

    510.0

日 数 0.08 0.12 0.15 0.18 

（注）溶接回数は標準回数のみに対応しています。 

（注）現場条件による溶接日数の加減は行っていません。 

 

   表4.2-9 鋼管板厚補正係数（Ｋ１） 

板厚(mm) 0.1～15.0 15.1～20.0 20.1～25.0 25.1～30.0 30.1～ 

補正係数 1.00 1.60 2.15 2.86 2.86 

（注）板厚30.0mmを超えるものについては当社独自の値として設定し 

     ました。必要に応じて設定値を変更し直してください。 

 

２）鋼管ねじ継手の場合（継手施工日数） 

ｔ４＝ねじ継手の施工時間(分)÷60分÷日当り作業時間 ≒ 0.08 

 表4.2-10 継手施工日数       （日／回） 

杭径(mm) 190.0 ～ 450.0 450.1 ～ 

施工日数 0.08 0.08 

日当り作業時間 ： 6.2ｈ／日 （初期値） 

 ※本算出方法はメーカーからの情報により算出しています。 

 ※継手施工日数は、「設定」－「歩掛・補正係数」－「鋼製杭」 

   「継手施工日数」で変更できます。 
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３）Ｈ形鋼溶接の場合 

  ｔ４ ＝ Ｈ形鋼の１回当り溶接日数 

 表4.2-11 Ｈ形鋼の１回当り溶接日数 

Ｈ形鋼の規格(mm)
150×150

175×175

200×200

250×250

300×300

350×350

 

溶接長さ(mm) ～1050 1051～1500 1501～2100 2101～ 

溶 接 日 数 0.08 0.20 0.43 0.43 

（注）基本的にはＨ形鋼の規格により判別しますが、上表の規格と一 

致しない場合には、溶接長さにより判別します。 

また、溶接長さ2101.0mmを超えるものについては当社独自の値 

として設定しました。必要に応じて設定値を変更してください。 

 

溶接長さ＝4×Ｂ＋2×Ｈ 
 

 

 

 

 

 

 

４）鋼管＋Ｈ形鋼の場合 

①溶接の場合 

 t4＝鋼管溶接日数＋H形鋼溶接日数 

②ねじ継手の場合 

 t4＝鋼管ねじ継手施工日数＋H形鋼溶接日数 

鋼管溶接日数は、1)鋼管溶接の場合を参照。 

鋼管ねじ継手施工日数は、2)鋼管ねじ継手の場合を参照。 

H形鋼溶接日数は、3)H形鋼溶接の場合を参照 

 

５）二重鋼管の場合 

①溶接の場合 

 t4＝外側鋼管溶接日数＋内側鋼管溶接日数 

②ねじ継手の場合 

 t4＝外側鋼管ねじ継手施工日数＋内側鋼管ねじ継手施工日数 

外側及び内側鋼管溶接日数は、1)鋼管溶接の場合を参照。 

外側及び内側鋼管ねじ継手施工日数は、2)鋼管ねじ継手の場合を参照。 

Ｂ

Ｈ
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4.2.6 杭１本当りモルタル及びコンクリート使用量 

中詰材としてモルタルかコンクリートを選択することができます。 

それぞれの杭１本当りの使用量については、工法等により以下のようにな 

ります。 

１）モルタルを使用する場合 

  ・モルタル使用量のみを計上 

２）コンクリート（生コンクリート）を使用する場合 

  ・モルタル使用量を計上 

  ・中詰コンクリート使用量を計上 

 ただし、杭の材料として「Ｈ形鋼」「鋼管＋Ｈ形鋼」を選択した場合は、 

中詰材として、「モルタルを使用」となります。 

 

4.2.6.1 モルタルを使用する場合 

モルタルを使用する場合は、モルタル使用量(m3/本)を求めます。ただし、杭材

料により求め方が異なります。 

モルタル使用量は、四捨五入して小数点第2位とします。 

1)鋼管の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×(1＋モルタルロス率) 

2)Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量＝π/4×φ2×lp×(1＋モルタルロス率) 

3)鋼管＋Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×(1＋モルタルロス率) 

－Ｈ形鋼の体積(m3) 

4)二重鋼管の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×(1＋モルタルロス率) 

－内側鋼管の体積(m3) 

ここで、d:杭径(m) φ:削孔径(m) lp:杭の全長(m) 

 

表 4.2-12  モルタルロス率 

杭径(mm) 190.0～250.0 250.1～425.0 425.1～510.0 

鋼管・二重鋼管 +0.6 +0.5 +0.2 

Ｈ形鋼 +0.1 
杭

材

料 鋼管＋Ｈ形鋼 +0.6 +0.5 +0.2 

(注) 鋼管および鋼管＋Ｈ形鋼のモルタルロス率には、地山との空隙

充填分のモルタルを含みます。 
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4.2.6.2 コンクリートを使用する場合 

コンクリートを使用する場合は、モルタル使用量(m3/本)と中詰コンクリート使

用量(m3/本)を求めます。 

各使用量は、四捨五入して小数点第2位とします。 

モルタル使用量＝π/4×(φ2－d 2)×lp×(1＋モルタルロス率) 

中詰コンクリート使用量 

        ＝π/4×d 2×lp×(1＋中詰コンクリートロス率) 

ここで、 

d :杭径(m) 

φ :削孔径(m) 

lp :杭の全長(m) 

 

表 4.2-13  コンクリート使用における補正係数 

 

杭径(mm) 190.0～510.0 

モルタルロス率 +0.3 

中詰コンクリートロス率 +0.02 

(注)ロス率には、地山との空隙充填分のモルタルを

含みます。 
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4.2.7 ビット等損耗費 

ビット等損耗費は、大口径ボーリングマシンに使用するビット及びロッドの費

用であり、労務費、材料費、機械損料の合計金額に次表の率を乗じた額を計上す

る。 

なお、ビット等損耗費については、杭1本当りで算出する。 

 

表 4.2-14  ビット損耗費率（Ｐ）（1m当り損耗費率） 

   土質 

杭径(mm) 

砂 質 土
粘 性 土

砂礫・礫質土

軟 岩 Ⅰ
軟 岩 Ⅱ
中 硬 岩

硬 岩 玉  石 

190.0～220.0 14% 24% 

220.1～320.0 16%      35% 62% 

320.1～425.0 14% 

425.1～475.0 9% 

475.1～510.0 7% 

35% 45% 80% 

 

（注）ビット損耗費率は、掘削する土質毎に損耗費率を加重平均して算出する。 

Ｐ1×Ｌ1＋Ｐ2×Ｌ2････････ 損耗費率 Ｐ＝
Ｌ1＋Ｌ2････････ 

ここで、Ｐｎ:各土質のビット損耗費率  

Ｐは小数第1位を四捨五入し整数とする。 

 Ｌｎ:各土質の掘削長（m） 

 

4.2.8 諸雑費 

諸雑費は、大口径ボーリングマシンの足場材、溶接機及び溶接棒、注入管、や

ぐら及び水槽損料、グラウトポンプ（試錐ポンプ）、サンドポンプ、ベントナイ

トミキサ、グラウトポンプ（モルタル圧送用）、グラウトミキサ、マッドスクリ

ーン、給水ポンプの損料及び燃料費、ベントナイトの材料費、電力に関する経費

等の費用であり、労務費、機械損料、及び賃料の運転経費の合計額に次表の率を

乗じた額を上限として計上する。 

表 4.2-15  諸雑費率 

(％) 

諸雑費率 23 

(注)補助機械賃料は、諸雑費対象額としない。 
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4.2.9 単価表 

労務費・材料費・損耗費・機械損料(賃料、運転経費)・諸雑費についての単価

表をそれぞれまとめます。 

なお、表中に用いる記号の意味は次の通りです。 

 

Ｔ ： 大口径ボーリングマシンの運転日当たり運転時間 (日) 

Ｔc： 杭１本当り 施工日数 (日/本) 

Ｔ１： 杭１本当り 削孔日数 (日/本) 

Ｔ２： 杭１本当り 準備･建込み等日数 (日/本) 

Ｔ３： 杭１本当り 充填日数 (日/本) 

Ｔ４： 杭１本当り 溶接日数 (日/本) 

Ｎ１： 杭１本当り 溶接箇所数 (箇所) 

 

4.2.9.1 労務費の単価 

 

   表 4.2-16  労務費の単価表             (杭1本当り) 

名称 単位 単価(円) 数量 備考 

土木一般世話役 人 
Tc×1 

「4.2.4 編成人員」参照 

特殊作業員 人 
Tc×2 

「4.2.4 編成人員」参照 

普通作業員 人 
Tc×2 

「4.2.4 編成人員」参照 

0(なし) 継杭なし 

溶接工 人 

 

 

 

 

表 5.5-1

T4×0.75 
継杭あり 

「4.2.4 編成人員」参照 

数量は小数点第3位を四捨五入 

4.2.9.2 材料費の単価 

 

表 4.2-17  材料費の単価表                   (杭1本当り) 

名称 規格 単位 単価(円) 数量 備考 

モルタル モルタル使用量 
中詰材 

コンクリート 

m3 表 5.3-1 
中詰コンクリート使用量

「4.2.6 杭1本当りモ

ルタル及びコンクリー

ト使用量」参照 

鋼管 表 5.1 単位質量×杭の全長 

Ｈ形鋼 
t 

表 5.2-1～表 5.2-2 単位質量×杭の全長 

「5 単価」参照 

杭材 

ねじ継手 ｾｯﾄ 表 5.1 Ｎ１（溶接箇所数）  

数量は小数点第3位を四捨五入 
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4.2.9.3 損耗費の単価 

 

表 4.2-18  損耗費の単価表 

(杭1本当り) 

名称 単位 単価（円） 数量 備考 

ビット等損耗費 式 

（労務費＋材料費＋機 

 械運転費) 

    ×ビット損耗費率 

1 「表 4.2-14」参照 

 

4.2.9.4 機械運転費の単価 

 

表 4.2-19  機械運転費の単価表 

(杭1本当り) 

名称 規格 単位 単価 数量 備考 

19kW大口径ボーリングマシン

運転 30kW 
日 T1＋T2

 
日当り運転時間

＝６（時間/日）

ラフテレーンクレーン 

賃料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第1次基準値）

16ｔ吊 
日

表 

5.8-1 T2

 
 

数量は小数点第3位を四捨五入 

 

4.2.9.5 諸雑費の単価 

 

表 4.2-20  諸雑費の単価表 

(杭1本当り) 

名称 単位 単価(円) 数量 備考 

諸雑費 式 (労務費＋機械運転費※)×諸雑費率 1 表 4.2-15 

  ※ラフテレーンクレーン賃料は除きます。 
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4.3 国土交通省 ダウンザホールハンマ工 H28年度版 

4.3.1 施工概要と工法の選定 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

挿

入

・

機

材

挿

入 

→ 

整
地
・
敷
鉄
板
設
置 

→ 

足

場

設

置 

→ 

掘
削
機
組
立(

Ａ
工
法)

 

や
ぐ
ら
設
置(

Ｂ
工
法)

 

→

芯

だ

し 

→

掘

削 

→

孔

内

洗

浄 

→ 

鋼

材

建

込

み 

         

 

      

 

 

機
械
撤
去
・
後
片
付
け

← 

足

場

解

体

← 

掘
削
機
解
体(

Ａ
工
法)

や
ぐ
ら
撤
去(

Ｂ
工
法)

←

掘

削

機

移

動

←

ス

ラ

イ

ム

除

去

←

外

詰

材

充

填

← 

中

詰

材

充

填

 

工法名 条件 

Ａ工法 クレーン工法 施工現場にクレーンが搬入かつ設置できる 

Ｂ工法 大口径ボーリングマシン工法 施工現場にクレーンを搬入または設置ができない 

 

4.3.2 適用範囲 

   ・杭径が170mm～580mm、掘削長30m以下である。 

    （掘削長については「□積算基準の杭長、掘削長による制限を外す」でチェ 

       ックオンにした場合は30m超でも計算可能となります。3.3.2 土質分類参 

照） 

   ・杭材料が鋼管またはＨ形鋼の場合である。 

    ※上記の条件以外の場合、本プログラムでは計算できません。 

表 4.3-1  杭径による削孔径  (mm) 

杭径 削孔径 杭径 削孔径 

170.0 ～ 220.0 250 360.1 ～ 410.0 450 

220.1 ～ 270.0 300 410.1 ～ 460.0 500 

270.1 ～ 320.0 350 460.1 ～ 510.0 550 

320.1 ～ 360.0 400 510.1 ～ 580.0 600 

施工本数分繰り返し 
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4.3.3 機種の選定 

1)クレーン工法 

表 4.3-2  機種の選定(クレーン工法) 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

杭径170.0～429.9mm ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ25t吊 
掘削用クレーン 

杭径430.0～580.0mm ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ50～55t吊
台 1  

杭径170.0～270.0mm 250～300mm 

杭径270.1～360.0mm 302～381mm 

杭径360.1～410.0mm 382～457mm 
ダウンザホールハンマ 

杭径410.1～580.0mm 508～762mm 

台 1  

 18 ～ 19  m3/min 1 
杭径170.0～270.0mm 

7.5 ～ 7.8 m3/min 1 

杭径270.1～360.0mm  18 ～ 19  m3/min 2 

杭径360.1～460.0mm  18 ～ 19  m3/min 3 

 18 ～ 19  m3/min 3 
杭径460.1～510.0mm 

7.5 ～ 7.8 m3/min 1 

空気圧縮機 

杭径510.1～580.0mm  18 ～ 19  m3/min

台

4 

 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型（第2次基準値）25t吊 
台 1 

鋼管・Ｈ形鋼 
建込み用 

 

 

2)大口径ボーリングマシン工法 

表 4.3-3  機種の選定(大口径ボーリングマシン工法) 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

杭径320mm未満かつ 

         掘削長25m以下
19kW 

杭径320mm以上580mm 

 以下かつ掘削長30m以下
大口径ボーリングマシン 

杭径320mm未満かつ 

    掘削長25m超30m以下

30kW 

台 1 

 

杭径170.0～270.0mm 250 ～ 300mm 

杭径270.1～360.0mm 302 ～ 381mm 

杭径360.1～410.0mm 382 ～ 457mm 
ダウンザホールハンマ 

杭径410.1～580.0mm 508 ～ 762mm 

台 1 

 

18  ～ 19  m3/min 1 
杭径170.0～270.0mm 

7.5 ～ 7.8 m3/min 1 

杭径270.1～360.0mm 18  ～ 19  m3/min 2 

杭径360.1～460.0mm 18  ～ 19  m3/min 3 

18  ～ 19  m3/min 3 
杭径460.1～510.0mm 

7.5 ～ 7.8 m3/min 1 

空気圧縮機 

杭径510.1～580.0mm 18  ～ 19  m3/min

 

4 

 

(注)鋼管、H形鋼の建込み掘削機の移動については、大口径ボーリングマシン付属のウインチで施工する

ことを標準とします。 
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4.3.4 編成人員 

ダウンザホールハンマによる場所打杭工の編成人員は、次表とします。 

 

表 4.3-4  編成人員 

(人) 

職種 
土木一般

世話役 
とび工

特殊 

作業員

普通 

作業員

溶接工 
※ 

クレーン工法 1 1 1 1 1 

大口径ボーリングマシン工法 1 1 1 2 1 

※継杭(杭1本当りの溶接箇所数≧1)を施工する場合に計上。 

 

4.3.5 施工歩掛 

杭1本当り施工歩掛は、次式によります。 

鋼管杭（溶接）の場合  Td＝α・β・Ta (日/本) 

鋼管杭（ねじ継手）の場合 Td＝α・β・Ta (日/本) 

 ※ただし、β値は肉厚により変化しません。 

  β値は、各掘削長の最小肉厚の値を使用します。 

H形鋼杭の場合   Td＝α・Ta        (日/本) 

 

Td :杭1本当り施工日数(日/本) 

α :土質係数 

β :板厚係数 

Ta :工法、杭種別施工日数(日/本) 
 

(1)土質係数(α) 

土質係数は、次表とします。 

表 4.3-5  土質係数(α) 

土質区分 砂質土 
礫質土

砂礫 
粘性土 玉石 

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ
中硬岩 硬岩 

土質係数 0.68 0.97 0.95 1.02 1.00 1.05 1.27 

(注)土質係数αは、掘削する土質ごとの係数を次のとおり加重平均します。 

…
…+×+×

=
＋＋ 21

2211

ll

ll ααα  

αn：各土質の土質係数 

ℓ n：各土質の掘削長(m) 
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(2)板厚係数(β) 

表 4.3-6  板厚係数(β) 

板厚(mm) 
掘削長(m) 

 0.1以上 

15.0未満 

15.0以上 

21.0未満 

21.0以上 

27.0未満 

27.0以上 

30.0以下 
30.0超 

12以下 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

12超え24以下 1.00 1.04 1.09 1.15 1.15 

24超え30以下 1.00 1.06 1.13 1.21 1.21 

(注)上表は鋼管杭のみ適用します 

 

表 4.3-7  クレーン工法の鋼管杭施工日数(Ta) 

杭径 

(mm) 

掘削長(m) 

170.0 
～ 
220.0 

220.1 
～ 
270.0 

270.1 
～ 
320.0 

320.1 
～ 
360.0 

360.1 
～ 
430.0 

430.1 
～ 
510.0 

510.1 
～ 
580.0 

12以下 0.74 0.75 0.77 0.78 0.80 0.83 0.87 

12超え24以下 1.47 1.52 1.56 1.60 1.65 1.75 1.86 

24超え30以下 2.08 2.15 2.22 2.28 2.36 2.52 2.67 

 

表 4.3-8  大口径ボーリングマシン工法の鋼管杭施工日数(Ta) 

杭径 

(mm) 

掘削長(m) 

170.0 
～ 
220.0 

220.1 
～ 
270.0 

270.1 
～ 
320.0 

320.1 
～ 
360.0 

360.1 
～ 
430.0 

430.1 
～ 
510.0 

510.1 
～ 
580.0 

12以下 0.75 0.76 0.77 0.79 0.80 0.84 0.87 

12超え24以下 1.42 1.46 1.51 1.54 1.59 1.68 1.78 

24超え30以下 1.98 2.05 2.11 2.16 2.23 2.38 2.52 

 

表 4.3-9  クレーン工法のH形鋼杭施工日数(Ta) 

杭径 

(mm) 

掘削長(m) 

170.0 
～ 
220.0 

220.1 
～ 
320.0 

320.1 
～ 
360.0 

360.1 
～ 
430.0 

430.1 
～ 
500.0 

500.1 
～ 
570.0 

570.1 
～ 
580.0 

12以下 0.74 0.75 0.78 0.80 0.84 0.87 0.88 

12超え24以下 1.47 1.52 1.61 1.69 1.81 1.94 2.06 

24超え30以下 2.07 2.16 2.30 2.43 2.63 2.84 3.06 

 

表 4.3-10  大口径ボーリングマシン工法のH形鋼杭施工日数(Ta) 

杭径 

(mm) 

掘削長(m) 

170.0 
～ 
220.0 

220.1 
～ 
320.0 

320.1 
～ 
360.0 

360.1 
～ 
430.0 

430.1 
～ 
500.0 

500.1 
～ 
570.0 

570.1 
～ 
580.0 

12以下 0.75 0.76 0.78 0.81 0.84 0.87 0.88 

12超え24以下 1.42 1.47 1.55 1.63 1.74 1.85 1.96 

24超え30以下 1.97 2.05 2.18 2.30 2.48 2.68 2.88 
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4.3.6 モルタル、コンクリートの使用量 

杭1本当りのモルタル、コンクリート使用量は、次式のとおりです。H形鋼を使

用する場合はモルタル杭とします。使用量は、四捨五入して小数第2位とします。 

 

4.3.6.1 モルタルを使用する場合 

1)鋼管の場合 

モルタル使用量(m3/本)＝π/4×d 2×lp×(1＋モルタルロス率) 
2)Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量(m3/本)＝π/4×φ2×lp×(1＋モルタルロス率) 
 

ここで、 

d :杭径(m) 
φ :削孔径(m) 
lp :杭の全長(m) 
 

表 4.3-11  モルタルロス率 

 

＋０．２３ 

 

 (注) ロス率には、地山との空隙充填分を含みます。 

 

 

4.3.6.2 コンクリートを使用する場合 

 

各使用量は、四捨五入して小数第2位とします。 

モルタル使用量(m3/本) 

  ＝π/4×(φ2－d 2)×lp×(1＋モルタルロス率) 
中詰コンクリート使用量(m3/本) 

  ＝π/4×d 2×lp×(1＋中詰コンクリートロス率) 
ここで、 

d :杭径(m) 
φ :削孔径(m) 
lp :杭の全長(m) 
 

表 4.3-12  コンクリート使用における補正係数 

 

モルタルロス率 +0.3 

中詰コンクリートロス率 +0.02 
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4.3.7 諸雑費 

諸雑費は、労務費、材料費、機械損料、賃料及び運転経費の合計額に次表の率

を乗じた額を計上します。 

 

        表 4.3-13  諸雑費率 

                   (％) 

諸雑費率 

19 

 

 

諸雑費に含まれる費用は次のとおりです 

クレーン工法 

溶接機及び溶接材、注入管、高圧ホース、グラウト

ポンプ（モルタル圧送用）、コンクリートバケッ

ト、レシーバタンク損料、リーダ・減速機、電力に

関する経費、ビット等の損耗費 

大口径ボーリング 

マシン工法 

大口径ボーリングマシンの足場材、溶接機及び溶接

材、注入管、高圧ホース、やぐら、グラウトポンプ

（モルタル圧送用）、コンクリートバケット、レシ

ーバタンク損料、電力に関する経費、ビット等の損

耗費 
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4.3.8 単価表 

(1)クレーン工法 

表 4.3-14  ダウンザホールハンマ工単価表(クレーン工法) 

(杭1本当り) 

名称 規格 単位 単価(円) 数量 

土木一般世話役  Td×1 

とび工  Td×1 

特殊作業員  Td×1 

普通作業員  Td×1 

(継杭なし) 0 
溶接工 

(継杭あり)

人 表 5.5-1 

Td×1 

モルタル モルタル使用量 
中詰材 

コンクリート
m3 表 5.3-1 

中詰コンクリート使用量 

鋼管 表 5.1 

Ｈ形鋼 
t 表 5.2-1 

～表 5.2-2 

単位質量×杭の全長 

杭材 

ねじ継手 ｾｯﾄ 表 5.1 
継手数＝杭の全長 

 ÷基準となる鋼材の長さ 

掘削用クレーン運転 

ダウンザホールハンマ運転 
Td 

空気圧縮機運転 Td×台数 

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ運転 

表 4.3-2 日 表 5.8-1 

Td 

諸雑費  式  1 

計     

数量は小数点第3位を四捨五入 
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(2)大口径ボーリングマシン工法 

表 4.3-15  ダウンザホールハンマ工単価表(大口径ボーリングマシン工法) 

(杭1本当り) 

名称 規格 単位 単価(円) 数量 

土木一般世話役  Td×1 

とび工  Td×1 

特殊作業員  Td×1 

普通作業員  Td×2 

(継杭なし) 0 
溶接工 

(継杭あり)

人 表 5.5-1 

Td×1 

モルタル モルタル使用量 
中詰材 

コンクリート
m3 表 5.3-1 

中詰コンクリート使用量

鋼管 表 5.1 

Ｈ形鋼 
t 表 5.2-1 

～表 5.2-2 

単位質量×杭の全長 

杭材 

ねじ継手 ｾｯﾄ 表 5.1 
継手数＝杭の全長 

 ÷基準となる鋼材の長さ

大口径ボーリングマシン運

転 

ダウンザホールハンマ運転 

Td 

空気圧縮機運転 

表 4.3-3 日 表 5.8-1 

Td×台数 

諸雑費  式  1 

計     

数量は小数点第3位を四捨五入 
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4.4 大口径ボーリング協会 BH工 H28年度版 (鋼製杭) 

4.4.1 施工概要 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

 

搬

入

・

機

械

据

付

→ 

や

ぐ

ら

設

置

→ 

削

孔

→

鋼

管

ま

た

は

Ｈ

形

鋼

建

込

→

孔

内

洗

浄

→

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
打
設

→

や

ぐ

ら

撤

去

→

機

械

撤

去

・

搬

出

 

4.4.2 適用範囲 

本プログラムで「大口径ボーリング協会 BH工」を選択した場合の適用

範囲は以下のとおりです。求める各工費は一円未満切捨てとします。 

・杭径が350.1mm以上1450mm以下である。 

・削孔長は30m以下とする。 

（「□積算基準の杭長、掘削長による制限を外す」でチェックオン 

にした場合は30m超でも計算可能となります。3.3.2土質分類参照） 

 

※上記の条件を満たしていない場合、本プログラムでは計算できません。 

 

        表 4.4-1  杭径による削孔径 (mm) 

杭径 削孔径  杭径 削孔径 

350.1～400.0 450   750.1～ 850.0 900 

400.1～450.0 500   850.1～ 950.0 1000 

450.1～500.0 550   950.1～1050.0 1100 

500.1～550.0 600  1050.1～1150.0 1200 

550.1～600.0 650  1150.1～1250.0 1300 

600.1～650.0 700  1250.1～1350.0 1400 

650.1～750.0 800  1350.1～1450.0 1500 

※ 杭径の範囲について … 「大口径ボーリング工法 平成20年度版」p.15 

3-3 鋼管杭、抑止杭、埋め込み杭 (1)挿入杭径と掘削径から「一般的に挿

入杭と掘削径の直径のクリアランスは、50～100mm必要である」による。 
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4.4.3 機種の選定 

4.4.3.1 機種の選定 

機種の選定は、次表のとおりとします。 

表 4.4-2  機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 

大口径ボーリングマシン 

(※) 
22kW級, 30kW級 台 1 

グラウトポンプ 横型二連動600～800ℓ /min 台 1 

ビット ｢表 4.4-3｣参照 式 1 

サンドポンプ 口径150mm 揚程15m 台 1 

ベントナイトミキサ 0.4m3×2槽 台 1 

サイクロンスクリーン  台 1 

給水ポンプ 小型多段遠心ポンプ(タービンポンプ) 4段口径50mm  台 1 

大口径ボーリングマシン22kW 125KVA 発動発電機 

大口径ボーリングマシン30kW 150KVA 
台 1 

バックホウ 平積み0.25m3 台 1 

補助トラッククレーン 油圧式16.0t吊ホイールクレーン 台 1 

(※)積算条件のうち「大口径ボーリングマシン選定方法」欄の中で、自動選定を選

択した場合、”450≦削孔径(mm)≦1000” ならば22kW級マシンを、”1000<削

孔径(mm)≦1500” ならば30kW級マシンを選択します。これは「大口径ボーリ

ング工法 平成16年度版」の選定によるものです。(3.3.5 BH工積算条件を参

照) 

 

4.4.3.2 ビットの選定 

使用するビットは、土質・岩質状態によって決まります。 

 

表 4.4-3  ビットの選定 

使用ビット

 

 

土質・岩質 

ウイングビット

削孔径 

φ650mm以上 

トリコンビット

削孔径 

φ600mm以下 

砂礫・礫質土 ○ － 

砂質土 ○ － 

粘性土 ○ － 

玉石 － ○ 

軟岩Ⅰ － ○ 

軟岩Ⅱ・中硬岩 － ○ 

硬岩 － ○ 
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4.4.4 編成人員 

大口径ボーリンクマシンによる場所打杭工の編成人員は、次表とします。 

 

表 4.4-4  編成人員 

(人) 

職種 世話役 特殊作業員 特殊運転手 普通作業員 溶接工※ 

編成人員 1 1 1 2 1 

※継杭(杭1本当りの溶接箇所数≧1)を施工する場合に計上。 

 

4.4.5 施工歩掛 

杭１本当りの施工時間Ｔｃ(min/本)は、以下のようになります。 

Ｔｃ＝(Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６)／F 

ここで、 

Ｔ１： 杭１本当り 準備時間 (min/本) 

Ｔ２： 杭１本当り 削孔時間 (min/本) 

Ｔ３： 杭１本当り 鋼管、Ｈ形鋼等建込み時間 (min/本) 

Ｔ４： 杭１本当り 孔内洗浄時間 (min/本) 

Ｔ５： 杭１本当り 充填時間 (min/本) 

Ｔ６： 杭１本当り ロッドの継足し・引抜きおよびビッ

ト交換時間 

(min/本) 

Ｆ ： 補正係数   

 

 

4.4.5.1 杭１本当りの準備時間(Ｔ1) 

準備時間は、バックホウによる口元パイプの設置、1回目のビットの取付

け、大口径ボーリングマシンの移動、芯出し、据付けの時間であり、以下

の項目から選択してください。 

 

表 4.4-5  準備時間 

(min/本) 

移動方法 準備時間Ｔ1 

大口径ボーリングマシン付属ウインチ 150 

補助トラッククレーン 80 

(注)機械の1回の移動距離10m以内を標準とし、ブロック間

の移動は、別途考慮する。 
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4.4.5.2 杭１本当りの削孔時間(Ｔ2) 

杭１本当りの削孔時間は、次表の掘削単位長さ当りの削孔時間に各層の

削孔長を乗じたものとします。 

 

杭１本当りの削孔時間 (min/本) 

Ｔ2＝Σ（γ・ℓ ）× K1 

 

γ ：土質・岩質別削孔時間 (min/m) 

ℓ  ：土質・岩質別掘削長 (m) 

K1 ：削孔径による係数 (表 4.4-7) 

 

表 4.4-6  土質・岩質別削孔時間(γ) 

(min/m) 

大口径ボーリングマシン 
土質・岩質分類 

22kW 30kW 

削孔径 

(mm) 

砂礫・礫質土 70 40 

砂質土 30 20 

粘性土 35 30 

450～1500 

玉石 130 90 

軟岩Ⅰ 95 60 

軟岩Ⅱ・中硬岩 130 120 

硬岩 170 155 

450～600 

 

表 4.4-7  削孔径による係数(K1) 

削孔径(mm) K1 削孔径(mm) K1 

450 0.85 900 1.15

500 0.90 1000 1.20

550 0.95 1100 1.25

600 1.00 1200 1.30

650 1.03 1300 1.35

700 1.05 1400 1.40

800 1.10 1500 1.45
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4.4.5.3 鋼管、Ｈ形鋼等建込み時間(Ｔ3) 

杭1本当りの建込み時間は、次式とします。 

 ねじ継ぎ手の場合 …  Ｔ３ ＝ α×ℓ 1×K1＋β×N 

 溶接の場合 …  Ｔ３ ＝ α×ℓ 1×K1＋β×N ×K2 

    

α：杭1m当たりの建込み時間 (min/m) 

ℓ 1 ：杭の全長（m） 

   K1 ：削孔径による係数 (表4.4-7) 

   β：杭1箇所当りの継ぎ手時間 (min/箇所) 

   N ：杭1本当りの継ぎ手箇所数 

初期値 <ねじ継ぎ手の場合> 杭長÷基準となる鋼材の長さ 

(小数点以下切り捨て) 

 <溶接の場合> 0 

   K2 ：杭の肉厚による補正係数 (表4.4-11) 

 

表 4.4-8  杭1mあたりの建込み時間 (α)    (min/m) 

建込み時間 鋼管杭 H形鋼 

付属ウインチ 6 4 

補助トラッククレーン 3 2 

        

表 4.4-9  鋼管杭の1箇所あたりの継ぎ手時間 (β)  (min/m) 

杭径(mm) 溶接 ねじ継手 

～200.0 25 - 

200.1～300.0 35 - 

300.1～400.0 50 25 

400.1～500.0 65 25 

500.1～600.0 75 30 

600.1～700.0 85 30 

700.1～800.0 100 35 

800.1～900.0 110 35 

900.1～1000.0 125 40 
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表 4.4-10  H形鋼の1箇所当りの継ぎ手時間 (β)  (min/m) 

H鋼サイズ 継ぎ手時間 

200×200 40 

250×250 55 

300×300 70 

350×350 105 

400×400 145 

 

表 4.4-11  鋼管杭の肉厚による補正係数 (K2) 

肉厚 (mm) 補正係数 

    ～12.0 1.00 

12.1～17.0 1.40 

17.1～22.0 1.90 

22.1～26.0 2.50 

26.1～30.0 3.20 

30.1～ 3.20 

(注1) 鋼管杭の肉厚の30.1mm以上の補正係数は当社独自の値を設定しており

ます。 

(注2) 杭種が「鋼管＋Ｈ形鋼」または「二重鋼管」の場合は、それぞれの杭

の建込み時間と継ぎ手時間を加算します。 

「鋼管＋Ｈ形鋼」… 鋼管杭のT3 + H形鋼のT3 

「二重鋼管」… 外側鋼のT3 + 内側鋼のT3 

 

4.4.5.4 杭１本当りの孔内洗浄時間(Ｔ4) 

孔内洗浄時間は、建込み完了後の孔内残留物およびスライムの除去作

業であり、次式とします。 

  Ｔ4 ＝ α×K1 

      α: 基準孔内洗浄時間 (min/本) 

K1 ：削孔径による係数 (表4.4-7) 

 

※ α=30(min/本) 
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4.4.5.5 杭１本当りの充填時間(Ｔ5) 

コンクリート打設・モルタル充填等の時間は、次式より算出します。 

Ｔ5 = γ×lp×K1＋20 (min/本) 

γ：杭の種類別杭径による係数 (min/m) 

lp ：杭の全長 (m) 

   K1 ：削孔径による係数 (表4.4-7) 

 

      表 4.4-12  杭の種類別杭径による係数(γ)   (min/m) 

削孔径(mm) 450～650 700～1500 

コンクリート打設 - 4 

モルタル杭充填 6 

(注)トレミーパイプ、充填パイプの挿入引抜きを含む時間である。 

 

4.4.5.6 杭１本当りのロッドの継足し・引抜きおよびビット交換時間(Ｔ6) 

掘削長による杭１本当りのロッドの継足し、引抜きおよびビット交換に

要する時間で、次式によります。基準ではビット交換は考慮していません

が、本プログラムでは考慮可能としました。 

 

表 4.4-13  ロッドの継足し・引抜きおよびビット交換時間 

ロッドの標準長さ(m) T6(min/本) 

0.1～1.5 15×ＮＲ＋25×ＮＢ 

1.6～9.9 25×ＮＲ＋25×ＮＢ 

ここで、 

ＮＲ：削孔長÷ロッドの標準長さ      (本) 

・ＮＲの値は、小数点以下切り捨てとします。 

ＮＢ：削孔長に対するビットの交換回数(回)  (表 4.4-14 参照) 

 

表 4.4-14  削孔長に対するビットの交換回数 (回) 

削   孔   長 ビットの交換回数

 0m超     4m未満 0 

 4m以上  12m未満 0 

12m以上  30m以下 0 
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4.4.6 モルタル、コンクリートの使用量 

杭1本当りのモルタル、コンクリートの使用量は、充填材料により以下の2種類

に分けられます。 

 

1)モルタルを使用する場合。 

・モルタル使用量 

2)コンクリート(生コンクリート)を使用する場合。 

・モルタル使用量 

・中詰コンクリート使用量 

※Ｈ形鋼または鋼管＋Ｈ形鋼の場合はモルタル杭とします。 

※基準ではコンクリート使用の場合、杭外周と杭内部の充填材使用量を分

けていませんが、本プログラムでは分けて算出しています。 

 

4.4.6.1 モルタルを使用する場合 

モルタルを使用する場合は、モルタル使用量(m3/本)を求めます。ただし、杭材

料により求め方が異なります。 

モルタル使用量は、四捨五入して小数第2位とします。 

 

1)鋼管の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×モルタル補正係数 
2)Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量＝π/4×φ2×lp×モルタル補正係数 
3)鋼管＋Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×モルタル補正係数 
－Ｈ形鋼の体積(m3) 

4)二重鋼管の場合 

モルタル使用量＝π/4×d 2×lp×モルタル補正係数 
－内側鋼管の体積(m3) 

ここで、 

d :杭径(m) 
φ :削孔径(m) 
lp :杭の全長(m) 
 

表 4.4-15  モルタル補正係数 

削孔径(mm) 
モルタル 

補正係数 
削孔径(mm)

モルタル 

補正係数 

450 1.25 900 1.20 

500 1.25 1000 1.15 

550 1.25 1100 1.15 

600 1.20 1200 1.15 

650 1.20 1300 1.10 

700 1.20 1400 1.10 

800 1.20 1500 1.10 
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4.4.6.2 コンクリートを使用する場合 

コンクリートを使用する場合は、モルタル使用量(m3/本)と中詰コンクリート使

用量(m3/本)を求めます。 

各使用量は、四捨五入して小数第2位とします。 

モルタル使用量 ＝ π/4×(φ2－d 2)×lp×モルタル補正係数 
中詰コンクリート使用量 

             ＝ π/4×d 2×lp×中詰コンクリート補正係数 
ここで、d : 杭径(m) 
   φ: 削孔径(m) 
   lp : 杭の全長(m) 

 

表 4.4-16  コンクリート使用における補正係数 

削孔径(mm) 
コンクリート 

補正係数 
モルタル 

補正係数 
削孔径(mm)

コンクリート

補正係数 
モルタル 

補正係数 

450 1.25 1.25 900 1.20 1.20 

500 1.25 1.25 1000 1.15 1.15 

550 1.25 1.25 1100 1.15 1.15 

600 1.20 1.20 1200 1.15 1.15 

650 1.20 1.20 1300 1.10 1.10 

700 1.20 1.20 1400 1.10 1.10 

800 1.20 1.20 1500 1.10 1.10 

 

4.4.7 補正係数 

補正係数は1.0を基準に作業条件により変更します。 

補正係数 1.0 

F ＝ 1.0 ＋ ( f1 + f2 + f3 + f4 ) 

表 4.4-17 作業条件による補正係数 

        補正係数 

作業条件 
-0.30 -0.20 -0.10 -0.05 0 +0.05 備考 

f1：現場の広

さによる作業

の難易度 

－ 

路下 

ﾎｰﾑ上 

導坑内

高架下

建物内

道路占

用内 

－ 普通 － 

機械の移動、

杭仮置場、杭

の吊込みなど

に十分な広さ

がある 

f2：足場状況

により作業に

及ぼす影響 

－ － 
作業 

足場上
－ 普通 － 

傾斜等による 

足場の良否 

f3：施工規模 

(1現場当り) 
－ － 5本未満

5本以上

10本未満

10本以上

20本以下
20本超

 

f4：作業空頭 
3.2m 

～3.9m 

4.0m 

～4.9m

5.0m 

～5.9m

6.0m 

～8.9m
9.0m以上 － 

 

(注) 鉄道工事における営業線近接工事については、列車通過ダイヤにより別途考慮する。 
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4.4.8 ビット等の損耗量 

 

                 表 4.4-18  ビット等の損耗量   (削孔1m当り) 

削孔径  (mm) 土質 
分類 

消耗品名 単
位 φ300～600 φ650～900 φ1000～1200 φ1300～1500

ﾄﾘｺﾝﾋﾞｯﾄ 個 0.031    
ﾄﾞﾘﾙｶﾗｰ 本 0.0018    
ｻﾌﾞｿｹｯﾄ 個 0.0020    
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.009    

玉 石 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 2.8    

ﾄﾘｺﾝﾋﾞｯﾄ 個 0.011    
ﾄﾞﾘﾙｶﾗｰ 本 0.0012    
ｻﾌﾞｿｹｯﾄ 個 0.0010    
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.009    

軟岩Ⅰ 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 2.1    

ﾄﾘｺﾝﾋﾞｯﾄ 個 0.015    
ﾄﾞﾘﾙｶﾗｰ 本 0.0018    
ｻﾌﾞｿｹｯﾄ 個 0.0012    
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.011    

軟岩Ⅱ 
中硬岩 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 1.9    

ﾄﾘｺﾝﾋﾞｯﾄ 個 0.019    
ﾄﾞﾘﾙｶﾗｰ 本 0.0023    
ｻﾌﾞｿｹｯﾄ 個 0.0016    
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.014    

硬岩 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 1.5    

ﾄﾘｺﾝﾋﾞｯﾄ －
φ300～ 

   600mm 
   

ﾄﾞﾘﾙｶﾗｰ －
φ300～ 

   600mm 
   

ｻﾌﾞｿｹｯﾄ －
φ300～ 

   600mm 
   

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ － φ150mm    

規格 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ － 25kg/袋    

 
 
 
 

 
 

     

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.015 0.018 0.021 0.023 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.013 0.015 0.019 0.021 
砂礫 
礫質土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 2.8 3.1 3.4 3.8 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.006 0.009 0.012 0.014 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.007 0.009 0.011 0.012 砂質土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 2.1 2.3 2.5 2.7 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.005 0.007 0.010 0.012 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.006 0.007 0.009 0.010 粘性土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 0.9 0.9 1.1 1.3 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ －
φ300～ 

   600mm 

φ650～ 

   900mm 

φ1000～ 

     1200mm 

φ1300～ 

    1500mm 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ － φ101mm φ101mm φ150mm φ150mm 
規 格 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ － 25kg/袋 25kg/袋 25kg/袋 25kg/袋 
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4.4.9 諸雑費 

諸雑費は、やぐら、トレミーパイプ、スラッシュタンク、配管材損料、発動発

電機の運転燃料費などの費用であり、労務費、機械損料、賃料の合計額に次表の

率を乗じた額を計上します。 

 

表 4.4-19  諸雑費率 

諸雑費率 20 (%) 

 

4.4.10 単価表 

労務費・材料費・損耗費・機械損料(賃料、運転経費)・諸雑費について

の単価表をそれぞれまとめます。 

    なお、表中に用いる記号の意味は次の通りです。 

 

Ｔ ： 大口径ボーリングマシンの運転日当たり運転時間 (h) 

Ｔc： 杭１本当り 施工時間 (min/本)

Ｔ１： 杭１本当り 準備時間 (min/本)

Ｔ２： 杭１本当り 削孔時間 (min/本)

Ｔ３： 杭１本当り 鋼管、Ｈ形鋼等建込み時間 (min/本)

Ｔ４： 杭１本当り 孔内洗浄時間 (min/本)

Ｔ５： 杭１本当り 充填時間 (min/本)

Ｔ６： 杭１本当り ロッドの継足し・引抜きおよびビッ

ト交換時間 

(min/本)

Ｆ ： 補正係数   

Ｔｃ ＝ (Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６)／F  
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表 4.4-20  BH工の単価表 

(鋼製杭) 

 (杭1本当り) 

名称 単位 単価(円) 数量 

世話役 Tc/(60×T)×1

 

特殊作業員 Tc/(60×T)×1

 

特殊運転手 Tc/(60×T)×1

 

普通作業員 Tc/(60×T)×2

 

0 (継杭なし) 

溶接工 

人 表 5.5-1

Tc/(60×T)×1 

(継杭あり) 

モルタル モルタル使用量 
中詰材 

コンクリート 
m3 表 5.3-1 中詰コンクリート使用量 

鋼管 表 5.1 

Ｈ形鋼 
t 表5.2-1～

表5.2-2 

単位質量×杭の全長 

(小数点第4位を四捨五入) 
杭材 

ねじ継手 ｾｯﾄ 表 5.1 
継手数=杭の全長÷基準と 

なる鋼材の長さ 

ウイングビット 個 

ボーリングロッド 本 

砂礫 

礫質土 

砂質土 

粘性土 
ベントナイト 袋 

トリコンビット 個 

ドリルカラー 本 

サブソケット 個 

ボーリングロッド 本 

玉石 

軟岩Ⅰ 

軟岩Ⅱ 

中硬岩 

硬岩 ベントナイト 袋 

表5.7-1 削孔長×1m当りの損耗量 

大口径ボーリングマシン損料 時間 Tc/60

 

グラウトポンプ損料 日 (T2+T4)/(60×T×F)

 

サンドポンプ損料 日 (T2+T4+T5)/(60×T×F)

 

サイクロンスクリーン損料 日 (T2+T4+T5)/(60×T×F)

 

ベントナイトミキサ損料 日 Tc/(60×T)×1.3

 

給水ポンプ損料 日 Tc/(60×T)

 

発動発電機損料 日 Tc/(60×T)

 

バックホウ賃料 日 Tc/(60×T) 

補助トラッククレーン賃料 日 

表 5.8-1

Tc/(60×T)

 

諸雑費 式  1 

数量は小数点第3位を四捨五入 

 

 Ｔ：大口径ボーリングマシン運転１日当りの運転時間  Ｔ＝６．７８(hr) 
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4.5 日本建設機械施工協会 ダウンザホールハンマ工 H28年度版 

4.5.1 施工概要と工法の選定 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

 

機

械

搬

入 

→ 

機

械

組

立 

→ 

準

備 

→

掘

削 

→

ス

ラ

イ

ム

処

理 

→

鋼

材

建

込

み 

→

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設 

→

機

械

分

解 
→ 

機

械

搬

出 

 

 

 

4.5.2 適用範囲 

本プログラムで「日本建設機械施工協会 ダウンザホールハンマ工」を

選択した場合の適用範囲は以下のとおりです。求める各工費は一円未満切

捨てとします。 

・設計杭径が510.1mm以上900mm以下である。 

・掘削長は30m以下である。 

（「□積算基準の杭長、掘削長による制限を外す」でチェックオン      

にした場合は30m超でも計算可能となります。3.3.2土質分類参照） 

・杭材料が鋼管またはＨ形鋼の場合である。 

 

※上記の条件を満たしていない場合、本プログラムでは計算できま

せん。 

表 4.5-1  設計杭径による削孔径 

 (mm) 

設計杭径 削孔径 

510.1～ 570.0 610 

570.1～ 640.0 660 

640.1～ 720.0 762 

720.1～ 800.0 850 

800.1～ 900.0 950 

施工本数繰り返し 
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4.5.3 機種の選定 

 

表 4.5-2  機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

60～65t以上 
φ610～660 

45kW 

80～85t以上 
φ661～762 

55kW 

90～95t以上 

クローラ式杭打機 

単軸式アースオーガ 

φ763～950 
90kW 

台 1  

φ610～762 580～762mm用 

φ850 850mm用 ダウンザホールハンマ 

φ950 950mm用 

台 1  

φ610～660 150KVA 

φ661～850 200KVA 発動発電機 

φ851～950 300KVA 

台 1  

22.7m3/min 3 
φ660 

36.0m3/min 1 

22.7m3/min 2 
φ762 

36.0m3/min 2 

22.7m3/min 2 
φ850 

36.0m3/min 2 

22.7m3/min 2 

空気圧縮機 

削 

孔 

径 

(mm) 

φ950 
36.0m3/min 

台

2 

深度0.1～30.0mの

掘削 

クローラクレーン 
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 30t

吊 
台 1 

鋼管・H形鋼建込み

用 

 

※空気圧縮機の台数について、Ｈ２８年度版では、空気圧縮機の組み合せ台数は 

 記載されていない。ただし、Ｈ２２年度版と比較した場合、必要空気量は同じ 

 であるため、空気圧縮機の組み合せ台数は、Ｈ２２年度版の深度0～30mのもの 

 を適用する。 
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編成人員 

ダウンザホールハンマによる場所打杭工の編成人員は、次表とします。 

 

表 4.5-3  編成人員 

(人) 

土木一般 

世話役 
特殊作業員 とび工 普通作業員 溶接工※ 

1 1 2 1 1 

※継杭(杭1本当りの溶接箇所数≧1)を施工する場合に計上。 

 

4.5.4 施工歩掛 

杭1本当り施工歩掛は、次式によります。 

鋼管杭（溶接）の場合  Td＝α・β・Ta (日/本) 

鋼管杭（ねじ継手）の場合 Td＝α・β・Ta (日/本) 

 ※ただし、β値は肉厚により変化しません。 

  β値は、各掘削長の最小肉厚の値を使用します。 

H形鋼杭の場合   Td＝α・Ta     (日/本) 

 

Td :杭1本当り施工日数(日/本) 

α :土質係数 

β :板厚係数 

Ta :工法、杭種別施工日数(m/本) 
 

(1)土質係数(α) 

土質係数は、次表とします。 

表 4.5-4  土質係数(α) 

砂質土 
礫質土 

砂礫 
粘性土 玉石 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ 中硬岩 硬岩 

0.71 0.56 0.91 1.57 1.00 1.18 1.43 1.81 

(注)土質係数αは、掘削する土質ごとの係数を次のとおり加重平均します。 

…
…+×+×

=
＋＋ 21

2211

ll

ll αα
α  

αn：各土質の土質係数 

ℓ  n：各土質の掘削長 
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(2)板厚係数(β) 

表 4.5-5  板厚係数(β) 

板厚(mm) 

 

杭長(m) 

0.1 

～ 

12.9 

13.0 

～ 

16.9 

17.0 

～ 

20.9 

21.0 

～ 

24.9 

25.0 

～ 

29.9 

30.0 

～ 

35.9 

36.0～ 

12以下 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

12超え24以下 1.11 1.12 1.13 1.15 1.17 1.19 1.20 

24超え30以下 1.17 1.18 1.19 1.22 1.23 1.25 1.28 

 

(3)工法、杭種別施工日数(Ta) 

表 4.5-6  鋼管杭施工日数(Ta) 

設計杭径 

         (mm) 

杭長(m) 

510.1 

～ 

570.0 

570.1 

～ 

640.0 

640.1 

～ 

720.0 

720.1 

～ 

800.0 

800.1 

～ 

900.0 

5以下 0.46 0.48 0.49 0.53 0.58 

5超え10以下 0.81 0.86 0.88 0.93 1.03 

10超え15以下 1.06 1.12 1.14 1.20 1.37 

15超え20以下 1.37 1.47 1.48 1.56 1.77 

20超え25以下 1.65 1.77 1.79 1.91 2.15 

25超え30以下 1.86 1.97 2.00 2.13 2.41 

 

表 4.5-7  H形鋼杭施工日数(Ta) 

設計杭径 

         (mm) 

杭長(m) 

510.1 

～ 

570.0 

570.1 

～ 

640.0 

640.1 

～ 

720.0 

720.1 

～ 

800.0 

800.1 

～ 

900.0 

5以下 0.46 0.48 0.49 0.53 0.58 

5超え10以下 0.81 0.86 0.88 0.93 1.03 

10超え15以下 1.21 1.29 1.30 1.38 1.52 

15超え20以下 1.56 1.66 1.68 1.78 1.99 

20超え25以下 1.91 2.03 2.04 2.17 2.40 

25超え30以下 2.25 2.37 2.41 2.55 2.83 
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4.5.5 モルタル、コンクリートの使用量 

杭1本当りのモルタル、コンクリートの使用量は、充填材料により以下の2種類

に分けられます。使用量は、四捨五入して小数第2位とします。 

 

※Ｈ形鋼の場合はモルタル杭とします。 

※基準ではコンクリート使用の場合、杭外周と杭内部の充填材使用量を分けて

いませんが、本プログラムでは分けて算出しています。 

 

1)モルタルを使用する場合。 

a)鋼管の場合 

モルタル使用量(m3/本)＝π/4×d 2×lp×(1＋ロス率) 

b)Ｈ形鋼の場合 

モルタル使用量(m3/本)＝π/4×φ2×lp×(1＋ロス率) 

 

2)コンクリート(生コンクリート)を使用する場合。 

モルタル使用量＝π/4×(φ2－d 2)×lp×(1＋モルタルロス率) 

中詰コンクリート使用量 

        ＝π/4×d 2×lp×(1＋中詰コンクリートロス率) 
 

ここで、 

d :設計杭径(m) 
φ :削孔径(m) 
lp :杭の全長(m) 
 

表 4.5-8  ロス率 

モルタル +0.2 

コンクリート +0.1 
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4.5.6 諸雑費 

諸雑費は、杭打機の足場材、溶接機及び溶接材、注入管、高圧ホース、レシー

バタンク、ラインオイラ損料、ビット、ドリルロッド等の損耗費用であり、労務

費、機械損料、賃料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた額を計上します。 

 

表 4.5-9  諸雑費率 

(％) 

諸雑費率 35 

 

 

4.5.7 単価表 

表 4.5-10  ダウンザホールハンマ工の単価表 

(杭1本当り) 

名称 規格 単位 単価(円) 数量 

土木一般世話役  Td×1 

特殊作業員  Td×1 

とび工  Td×2 

普通作業員  Td×1 

(継杭なし) 0 
溶接工 

(継杭あり) 

人 表 5.5-1 

Td×1 

モルタル モルタル使用量 
中詰材 

コンクリート 
m3 表 5.3-1 

中詰コンクリート使用量

鋼管 表 5.1 

Ｈ形鋼 
t 表 5.2-1 

～表 5.2-2 

単位質量×杭の全長 

杭材 

ねじ継手 ｾｯﾄ 表 5.1 
継手数＝杭の全長 

 ÷基準となる鋼材の長さ

クローラ式杭打機運転 Td 

単軸式アースオーガ Td 

発動発電機運転 Td 

クローラクレーン運転 Td×0.5 

空気圧縮機運転 

表 4.5-2 日 表 5.8-1 

Td×0.7×台数 

諸雑費  式  1 

計     

数量は小数点第3位を四捨五入 
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4.6 国土交通省 深礎工 H28年度版 

4.6.1 施工概要 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

 

機

材

搬

入 

→ 

掘

削 

→ 

排 
 
 
 
 
 

土 

→ 

土

留

材

組

立 

→

杭

内

足

場

工 

→

鉄

筋

組

立 

→

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設 

→

グ

ラ

ウ

ト

注

入 
→ 

機

材

搬

出 

 

4.6.2 適用範囲 

人力及び人力併用機械掘削・機械排土、ライナープレート土留工法による施工

に適用します。適用範囲は次図に示すとおりです。この積算における杭径は、ラ

イナープレートの公称径(ボルト穴間の径)とします。求める各工費は一円未満切

捨てとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の範囲に入っていない杭径の場合、本プログラムでは計算できませ

ん。 

 

A工法:人力掘削・機械排土 

B工法:人力併用機械掘削・機械排土 

（B工法-1、B工法-2） 

C工法:人力掘削後、やぐら装置排土 

(注) 公称径2.5m～4.0mのとき、杭一本当りの掘

削深さが20mを超える場合は、掘削深さ20m

以下を掘削する場合でもB工法を選定するも

のとします。 

(b)掘削機が現場に搬入できない場合 

掘
削
深 

(m)

2.5

20

0

40

4.5 1.5

C工法 

公称径(m)
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表 4.6-1  設計杭径による公称径 

(mm) 

設計杭径 公称径 

1200 ～ 1500 1500 

1501 ～ 2000 2000 

2001 ～ 2500 2500 

2501 ～ 3000 3000 

3001 ～ 3500 3500 

3501 ～ 4000 4000 

4001 ～ 4500 4500 

4501 ～ 5000 5000 

5001 ～ 5500 5500 

5501 ～ 6000 6000 

6001 ～ 6500 6500 

6501 ～ 7000 7000 

7001 ～ 7500 7500 

  

 

4.6.3 機種の選定 

掘削土留作業に使用する機種、規格は、次表のとおりです。 

表 4.6-2  機種、規格の選定 

工法 
用  途 機械名 規格 単位 数量

A B-1 B-2 C 
摘要 

排土 クラムシェル 

油圧クラムシェル テレスコピ

ック式排出ガス対策型（第1次

基準値） 平積0.4m3 

台 1 ●     

ラフテレーン 

クレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第2次基準値） 25t吊 
〃 1 ● ● ●   排土及び 

土留材の

吊込み やぐら装置 
簡易やぐら（モータウインチ付） 

0.5t 
〃 1   ● 

公称径

4.5m以下

超小旋回型・排出ガス対策型

（第1次基準値） 平積0.08m3 
〃 1  ●   

掘削 
小型バックホウ 

（クローラ型） 
電動式 平積0.021m3 〃 1 ●    

(注) 1. ラフテレーンクレーン・小型バックホウ平積0.08 m3は、賃料とします。 

      2．B工法のラフテレーンクレーン作業は、小型バックホウの坑内搬入･ 

  搬出を含みます。 
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4.6.4 土留材 

土留材は、ライナープレートを使用し、すべての土質について掘削深全長を施

工し、土留材は撤去しない埋設とします。 
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4.6.5 編成人員 

  杭１本当り掘削土留作業編成人員は、次表とします。 

表 4.6-3  掘削土留作業編成人員 

(人) 

A 工法 B工法-1 B工法-2 C 工法 工法 

公称径 

(m) 

職種 

1.5以上

2.5以下

2.5超え

4.0以下

2.5以上

7.5以下

1.5以上

2.5以下

2.5超え 

4.5以下 

土木一般世話役 1 1 1 1 1 

トンネル特殊工 2 2 4 2 4 

特 殊 作 業 員 1 1 1 1 1 

普 通 作 業 員 1 1 1 1 1 

 

4.6.6 施工歩掛 

4.6.6.1 杭1本当り施工日数 

杭1本当り施工歩掛は、次式によります。 

d＝α・d1・ℓ  

d :杭1本当り施工日数(日/本) 

α :土質係数 

d1 :掘削1ｍ当り施工日数(日/m) 

ℓ  :杭1本当り掘削長(m/本) 

 

(1)土質係数(α)  

土質係数は、次表とします。 

表 4.6-4  土質係数(α) 

砂質土・粘性土 

礫質土・砂礫 

玉石・軟岩Ⅰ・軟岩Ⅱ 

中硬岩・硬岩 

0.57 1.12 

(注)杭1本当り土質区分が異なる場合は、次式により加重平均αを算出する。 

…
…+×+×

=
＋＋ 21

2211

ll

ll αα
α  

αn：各土質の土質係数 

ℓ  n：各土質の掘削長 

 



 

 92

(2)掘削1m当り施工日数(d1) 

掘削1m当り施工日数は、次表とします。 

なお、岩掘削は火薬によるものとします。 

表 4.6-5  掘削1m当り施工日数(d1)（A工法） 
(日/m) 

公称径(m)

掘削深さ(m) 

1.5以上

2.0以下

2.0超え

2.5以下

5以下 0.34 0.41 

5超え10以下 0.45 0.54 

10超え15以下 0.56 0.67 

15超え20以下 0.67 0.80 

 

表 4.6-6  掘削1m当り施工日数(d1)（B工法-1） 
(日/m) 

公称径(m)

掘削深さ(m) 

2.5超え

3.0以下

3.0超え

3.5以下

3.5超え

4.0以下

5以下 0.73 0.77 0.82 

5超え10以下 0.85 0.90 0.95 

10超え15以下 0.97 1.03 1.09 

15超え20以下 1.09 1.16 1.22 

 

 

表 4.6-7  掘削1m当り施工日数(d1)（B工法-2） 
(日/m) 

公称径(m) 

 
掘削深さ(m) 

2.5超え

3.0以下 

3.0超え

3.5以下 

3.5超え

4.0以下

4.0超え

4.5以下

4.5超え

5.0以下

5.0超え

5.5以下

5.5超え

6.0以下

6.0超え

6.5以下

6.5超え

7.0以下 

7.0超え

7.5以下

5以下 - - - 1.06 1.13 1.23 1.32 1.45 1.60 1.76 

5超え10以下 - - - 1.16 1.23 1.33 1.43 1.57 1.74 1.91 

10超え15以下 - - - 1.20 1.28 1.38 1.49 1.63 1.81 1.99 

15超え20以下 - - - 1.23 1.31 1.42 1.52 1.67 1.86 2.04 

20超え25以下 1.04 1.11 1.17 1.25 1.33 1.45 1.55 1.71 1.89 2.08 

25超え30以下 1.06 1.13 1.19 1.27 1.36 1.47 1.58 1.73 1.92 2.11 

30超え35以下 1.07 1.14 1.20 1.29 1.37 1.49 1.60 1.75 1.94 2.14 

35超え40以下 1.08 1.15 1.22 1.30 1.39 1.50 1.61 1.77 1.97 2.16 
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表 4.6-8  掘削1m当り施工日数(d1)（C工法） 
(日/m) 

公称径(m)

掘削深さ(m) 

1.5以上

2.5以下

2.5超え

3.0以下

3.0超え

3.5以下

3.5超え

4.0以下

4.0超え

4.5以下 

5以下 0.98 0.98 1.36 1.65 2.10 

5超え10以下 1.15 1.15 1.52 1.86 2.36 

10超え15以下 1.33 1.33 1.68 2.07 2.68 

15超え20以下 1.50 1.50 1.84 2.28 2.89 

20超え25以下 - 1.67 2.00 2.49 3.16 

25超え30以下 - 1.85 2.16 2.70 3.42 

30超え35以下 - 2.02 2.32 2.91 3.69 

35超え40以下 - 2.19 2.48 3.12 3.95 

 

(3)諸雑費 

諸雑費は、施工機械足場用の敷鉄板・軸流ファン・工事用水中モータポン

プ･ピックハンマ･コンクリートブレーカ・排土バケット･昇降用梯子・空気圧

縮機・火薬・雷管・電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に次

表の率を計上します。 

表 4.6-9  諸雑費率  (%) 

土質区分 A工法 B工法-1 B工法-2 C工法 

砂質土・粘性

土・礫質土・

砂礫 

13 16 10 11 

玉石・軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ・中硬

岩・硬岩 

27 34 27 16 

(注)杭1本当り土質区分が異なる場合は、次式により加重平均βを算出する。 

…+×+×
…+××+××

=
2211

222111

ll

ll

αα
αα ββ

β  

αn：各土質の土質係数 

βn：各土質の諸経費率 

ℓ  n：各土質の掘削長 
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4.6.6.2 杭内足場工 

足場の種類は、手摺先行型枠組足場とします。掛面積は、次式により算

出されます。 

掛面積(m2)＝掘削1m当たり掛面積(m2)×掘削深(m) 

 

表 4.6-10  掘削1m当り掛面積(m2) 

公称径(m) 
1.5以上 

2.0以下 

2.0超え

2.5以下

2.5超え

3.0以下

3.0超え

3.5以下

3.5超え

4.0以下

4.0超え 

4.5以下 

掛面積(m2) 1.2 1.5 3.6 3.6 5.0 6.6 

公称径(m) 
4.5超え 

5.0以下 

5.0超え

5.5以下

5.5超え

6.0以下

6.0超え

6.5以下

6.5超え

7.0以下

7.0超え 

7.5以下 

掛面積(m2) 8.2 9.7 11.3 12.9 14.4 16.0 

 

4.6.6.3 鉄筋工 

杭1本当りの鉄筋重量は次式により算出します。 

鉄筋重量(t)＝Σ{鉄筋本数×鉄筋の単位質量(t/m)×杭長(m)} 

 

4.6.6.4 コンクリート工 

コンクリート使用量は、次式により算出します。 

V＝π/4×D2×L×Kc  (m3／本) 

V :杭１本当りコンクリート使用量(m3／本) 

D :公称径(m) 

L :杭長(m) 

Kc :コンクリート補正係数 (既定値=1.02) 
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4.6.6.5 グラウト工 

(1)注入歩掛 

グラウト材は、混合済みグラウト材の現場持込みとします。 

土留材と地山の隙間をグラウトにより間詰めする場合の注入歩掛は、次表の

とおりです。 

表 4.6-11  グラウト注入歩掛 

(注入量10m3当り) 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.49 

特殊作業員  〃 0.98 

普通作業員  〃 0.49 

諸雑費  ％ 21 

(注) 1. グラウト用パイプは、別途計上。 

 2. 諸雑費は、グラウトポンプ、グラウトホース、グラウト流量・ 

圧力測定装置、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合 

計額に上表の率を乗じた金額を計上します。 

(2)グラウト使用量 

G＝0.08×π×(D＋0.08)×L×Gc 

G:杭１本当りグラウト使用量(m3/本) 

D:公称径(m) 

L:杭長(m) 

Gc:グラウト補正係数 (既定値=1.14) 

 

4.6.6.6 掘削作業設備組立解体工(C工法に適用) 

深礎杭１本当りやぐら装置、作業用足場等の組立･解体は、次表のとおりです。 

表 4.6-12  組立･解体歩掛 

(深礎杭１本当り) 

公称径(m) 

名称 規格 単位 1.5以上

2.5未満

2.5以上

3.0未満 

3.0以上

4.5以下

土木一般世話役  人 0.6 0.9 1.2 

とび工  〃 0.9 1.1 1.3 

特殊作業員  〃 1.3 1.5 1.7 

普通作業員  〃 1.1 1.6 2.1 

トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型4.9t吊 日 0.6 

諸雑費率  ％ 3 

(注) 1.諸雑費は作業用足場等の材料費であり、労務費の合計額に上表 

の率を乗じた金額を計上します。 

2.トラッククレーンは賃料とします。 
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4.6.7 単価表 

 

表4.6-13 深礎杭１本当り内訳書 

名称 規格 単位 単価 数量 摘要 

掘削土留  本  表4.6-14 １  

掘削作業設備組立解体工 やぐら装置 式  表4.6-15 １ 
※C工法

のみ 

杭内足場工 
手摺先行型

枠組足場 
掛m２  表5.3-1 4.6.6.2参照  

鉄筋工  ｔ  表5.3-1 

Σ(鉄筋本数× 

 鉄筋の単位質量×杭長) 

 (小数点第4位を四捨五入) 

 

コンクリート工  ｍ３  表5.3-1 

π/4×D2×杭長×Kc 
D:公称径、Kc:補正係数 
(小数点第2位を四捨五入) 

 

グラウト工  ｍ３  表4.6-16

0.08π×(D＋0.08)×杭長

×Gc 

D:公称径、Gc:補正係数 

(小数点第2位を四捨五入) 

 

土留材 ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ  ｍ  表5.4-1 掘削深  

計      

特に指定の無い場合、数量は小数点第３位を四捨五入 

 

表4.6-14 掘削土留１本当り単価表 
名称 規格 単位 単価 数量 摘要 

土木一般 

世話役 

 
人 

ﾄﾝﾈﾙ特殊工  人 

特殊作業員  人 

① 

普通作業員  人 

表5.5-1 ｄ×Ｍ

d:深礎杭1本当り 

  施工日数 

M:編成人員 

  (表 4.6-3参照) 

ｸﾗﾑｼｪﾙ運転 
油圧ｸﾗﾑｼｪﾙ ﾃﾚｽｺﾋﾟｯｸ式・排出ｶﾞ

ｽ対策型(第1次基準値)平積0.4m3
日 ※A工法のみ計上 

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 
油圧伸縮ジブ型・排出ｶﾞｽ対策型

(第2次基準値) 25t吊 
日 ※A,B工法のみ計上 

電動式 平積0.021m3 日 ※B-1工法のみ計上 
小型バックホウ

(ｸﾛｰﾗ型)運転 超小旋回型･排出ｶﾞｽ対策型(第1

次基準値) 平積0.08m3 
日 

ｄ 

※B-2工法のみ計上 

やぐら装置 簡易やぐら(ﾓｰﾀｳｲﾝﾁ付) 0.5t吊 日 

表5.8-1

d’ 

※C工法のみ計上 

d’ = 1.5 × d 

d’:深礎杭1本当り 

    供用日数 

諸雑費 
 

式 － １ 
①×諸雑費率 

(表 4.6-8参照) 

計      

特に指定の無い場合、数量は小数点第３位を四捨五入 
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表 4.6-15  掘削作業設備組立解体工杭1本当り単価表 

(C工法のみ計上) 

名称 規格 単位 単価 数量 摘要 

土木一般世話役  人  

とび工  〃  

特殊作業員  〃  

普通作業員  〃 

表 

5.5-1

 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型4.9t吊 日 表 

5.8-1

表 

4.6-12 

 

諸雑費  式 － 1 表 4.6-12 

計     

特に指定の無い場合、数量は小数点第3位を四捨五入 

 

表 4.6-16  グラウト注入10m3当り単価表 

名称 規格 単位 単価 数量 摘要 

土木一般世話役  人  

特殊作業員  〃  

普通作業員  〃 

表 

5.5-1

表 

 4.6-11 
 

グラウト材 注入用モルタル m3 表 

5.3-1
11.4  

諸雑費  式 － 1 表 4.6-11 

計     

特に指定の無い場合、数量は小数点第3位を四捨五入 
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4.7 大口径ボーリング協会 BH工 H28年度版 (鉄筋コンクリート杭) 

4.7.1 施工概要 

施工内容は以下のとおりです。そのうち、本プログラムで対応しているのは、

二重線枠の部分です。 

 

搬
入
・
機
械
据
付 

→ 

や

ぐ

ら

設

置 

→ 

削

孔 

→

鉄

筋

建

込

み 

→

孔

内

洗

浄 

→

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設 

→

や

ぐ

ら

撤

去 

→

機
械
撤
去
・
搬
出 

 

4.7.2 適用範囲 

本プログラムで「大口径ボーリング協会 BH工」を選択した場合の適用

範囲は以下のとおりです。求める各工費は一円未満切捨てとします。 

・杭径が600.1mm以上1200mm未満である。 

・掘削長30m以下とする。 

（「□積算基準の杭長、掘削長による制限を外す」でチェックオン 

にした場合は30m超でも計算可能となります。3.3.2土質分類参照） 

 

※上記の条件を満たしていない場合、本プログラムでは計算できません。 

 

表 4.7-1  杭径による削孔径 

 (mm) 

杭径 削孔径 

 600.1～ 700.0 700 

 700.1～ 800.0 800 

 800.1～ 900.0 900 

 900.1～1000.0 1000 

1000.1～1100.0 1100 

1100.1～1199.9 1200 

※ 削孔径の範囲について … 「大口径ボーリング工法 平成28年度版」

p.54 (注)2 より、削孔径φ700～1200mmとする。 
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4.7.3 機種の選定 

4.7.3.1 機種の選定 

機種の選定は、次表のとおりとします。 

表 4.7-2  機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 

大口径ボーリングマシン 

(※) 
22kW級,30kW級 台 1 

グラウトポンプ 横型二連動600～800ℓ /min 台 1 

ビット 「表 4.7-3」参照 式 1 

サンドポンプ 口径150mm 揚程15m 台 1 

ベントナイトミキサ 0.4m3×2槽 台 1 

サイクロンスクリーン  台 1 

給水ポンプ 小型多段遠心ポンプ(タービンポンプ) 4段口径50mm  台 1 

大口径ボーリングマシン22kW 125KVA 
発動発電機 

大口径ボーリングマシン30kW 150KVA 
台 1 

バックホウ 平積み0.25m3 台 1 

補助トラッククレーン 油圧式16.0t吊ホイールクレーン 台 1 

(※)積算条件のうち「大口径ボーリングマシン選定方法」欄の中で、自動選定を選

択した場合、”700≦削孔径(mm)≦1000” ならば22kW級マシンを、”1000<削

孔径(mm)≦1200” ならば30kW級マシンを選択します。これは「大口径ボーリ

ング工法 平成16年度版」の選定によるものです。(3.3.5 BH工積算条件を参

照) 

 

4.7.3.2 ビットの選定 

使用するビットは、土質・岩質状態によって決まります。 

 

表 4.7-3  ビットの選定 

使用ビット

土質・岩質 
ウイングビット 

砂礫・礫質土 ○ 

砂質土 ○ 

粘性土 ○ 

玉石 － 

軟岩Ⅰ － 

軟岩Ⅱ・中硬岩 － 

硬岩 － 
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4.7.4 編成人員 

大口径ボーリンクマシンによる場所打杭工の編成人員は、次表とします。 

 

表 4.7-4  編成人員 

(人) 

職種 世話役 特殊作業員 特殊運転手 普通作業員 溶接工※ 

編成人員 1 1 1 2 1 

※鉄筋籠の継手箇所数が1箇所以上の場合に計上。 

 

4.7.5 施工歩掛 

杭１本当りの施工時間Ｔｃ(min/本)は、以下のようになります。 

Ｔｃ＝(Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６)／F 

ここで、 

Ｔ１： 杭１本当り 準備時間 (min/本) 

Ｔ２： 杭１本当り 削孔時間 (min/本) 

Ｔ３： 杭１本当り 鉄筋建込み時間 (min/本) 

Ｔ４： 杭１本当り 孔内洗浄時間 (min/本) 

Ｔ５： 杭１本当り コンクリート打設時間 (min/本) 

Ｔ６： 杭１本当り ロッドの継足し・引抜きおよびビッ

ト交換時間 

(min/本) 

Ｆ ： 補正係数   

 

 

4.7.5.1 杭１本当りの準備時間(Ｔ1) 

準備時間は、バックホウによる口元パイプの設置、1回目のビットの取付

け、大口径ボーリングマシンの移動、芯出し、据付けの時間であり、以下

の項目から選択してください。 

表 4.7-5  準備時間 

(min/本) 

移動方法 準備時間Ｔ1 

大口径ボーリングマシン付属ウインチ 150 

補助トラッククレーン 80 

(注)機械の1回の移動距離10m以内を標準とし、ブロック間

の移動は、別途考慮する。 
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4.7.5.2 杭１本当りの削孔時間(Ｔ2) 

杭１本当りの削孔時間は、次表の掘削単位長さ当りの削孔時間に各層の削孔

長を乗じたものとします。 

 

杭１本当りの削孔時間 (min/本) 

Ｔ2 ＝ Σ（γ・ℓ ）× K1 

 

γ ：土質・岩質別削孔時間 (min/m) 

ℓ  ：土質・岩質別掘削長(m) 

K1 ：削孔径による係数 (表 4.7-7) 

 

表 4.7-6  土質別削孔時間(γ) 

(min/m) 

大口径ボーリングマシン 
土質分類 

22kW 30kW 

削孔径 

(mm) 

砂礫・礫質土 70 40 

砂質土 30 20 

粘性土 35 30 

700～1200 

 

表 4.7-7  削孔径による係数(K1) 

削孔径(mm) K1 

700 1.05 

800 1.10 

900 1.15 

1000 1.20 

1100 1.25 

1200 1.30 
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4.7.5.3 鉄筋建込み時間(Ｔ3) 

杭１本当りの建込み時間は、次式とします。 

  Ｔ３ ＝ (α×ℓ 1＋β×N) ×K1 

   α：鉄筋籠1m当りの建込み時間 (min/m) 

ℓ 1 ：鉄筋籠長（m） 

   β：鉄筋籠1箇所当りの継ぎ手時間 (min/箇所) 

   N ：鉄筋籠の継ぎ手箇所数 

   K1 ：削孔径による係数 (表4.7-7) 

 

                表 4.7-8  鉄筋籠1m当たりの建込み時間 (α)      (min/m) 

付属ウインチ 6 

補助トラッククレーン 3 

 

               表 4.7-9  鉄筋籠1箇所当りの継ぎ手時間 (β)    (min/箇所) 

重ね継ぎ手による継ぎ手時間 15 

機械式継ぎ手による継ぎ手時間 35 

※ 本ソフトでは初期値に「重ね継ぎ手による継ぎ手時間」を採用しています。 

 

4.7.5.4 杭１本当りの孔内洗浄時間(Ｔ4) 

孔内洗浄時間は、建込み完了後の孔内残留物およびスライムの除去作

業であり、次式とします。 

  Ｔ4 ＝ α×K1 

      α: 基準孔内洗浄時間 (min/本) 

   K1 ：削孔径による係数 (表4.7-7) 

 

※ α=30(min/本) 
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4.7.5.5 杭１本当りのコンクリート打設時間(Ｔ5) 

コンクリート打設時間Ｔ5は、次式より算出します。 

Ｔ5 =γ×lp×K1＋20 

γ：コンクリート打設時間係数(min/m) 

lp：杭の全長(m) 

   K1 ：削孔径による係数 (表4.7-7) 

                

        表 4.7-10  コンクリート打設時間係数(γ)   (min/m) 

削孔径(mm) 450～650 700～1200 

コンクリート打設 - 4 

 

4.7.5.6 杭１本当りのロッドの継足し・引抜きおよびビット交換時間(Ｔ6) 

掘削長による杭１本当りのロッドの継足し、引抜きおよびビット交換に

要する時間で、次式によります。基準では、ビット交換は考慮していませ

んが、本プログラムでは考慮可能としました。 

 

表 4.7-11  ロッドの継足し・引抜きおよびビット交換時間 

ロッドの標準長さ(m) T6(min/本) 

0.1～1.5 15×ＮＲ＋25×ＮＢ 

1.6～9.9 25×ＮＲ＋25×ＮＢ 

ここで、 

ＮＲ：削孔長÷ロッドの標準長さ      (本) 

・ＮＲの値は、小数点以下切り捨てとします。 

ＮＢ：削孔長に対するビットの交換回数(回)  (表4.7-12 参照) 

 

表 4.7-12  削孔長に対するビットの交換回数  (回) 

削   孔   長 ビットの交換回数

 0m超     4m未満 0 

 4m以上  12m未満 0 

12m以上  30m以下 0 
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4.7.6 鉄筋工 

鉄筋工は鉄筋組立・加工の費用であり、市場単価とします。杭1本当りの

設計重量・鉄筋重量は次式により算出します。 

設計重量(t) ＝ Σ{鉄筋本数×鉄筋の単位質量(t/m)×杭長(m)} 

鉄筋重量(t) ＝ 設計重量×1.05 

 

 

4.7.7 コンクリートの使用量 

杭1本当りのコンクリート使用量は、次式より算出します。 

 

コンクリート使用量＝π/4×φ2×lp×(コンクリート補正係数) 

ここで、 

φ:削孔径(m) 

lp:杭の全長(m) 

 

表 4.7-13  コンクリート補正係数 

削孔径(mm) 補正係数 

700 1.20 

800 1.20 

900 1.20 

1000 1.15 

1100 1.15 

1200 1.15 
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4.7.8 補正係数 

補正係数は1.0を基準に作業条件により変更します。 

 

補正係数 1.0 

 

F＝ 1.0 ＋ (f1 + f2 + f3 + f4) 

 

表 4.7-14  作業条件による補正係数 

 -0.30 -0.20 -0.10 -0.05 0 +0.05 備考 

f1：現場の広

さによる作業

の難易度 

－ 

路下 

ﾎｰﾑ上

導坑内

高架下

建物内

道路占

用内 

－ 普通 － 

機械の移動、

杭仮置場、杭

の吊込みなど

に十分な広さ

がある 

f2：足場状況

により作業に

及ぼす影響 

－ － 
作業 

足場上
－ 普通 － 

傾斜等による 

足場の良否 

f3：施工規模 

(1現場当り) 
－ － 5本未満

5本以上

10本未満

10本以上

20本以下
20本超 

 

f4：作業空頭 
3.2m 

～3.9m 

4.0m 

～4.9m

5.0m 

～5.9m

6.0m 

～8.9m
9.0m以上 － 

 

(注) 鉄道工事における営業線近接工事については、列車通過ダイヤより別途考慮する。 

 

4.7.9 ビット等の損耗量 

 

                     表 4.7-15  ビット等の損耗量       (削孔1m当り) 
土質 
分類 

消耗品名 
単
位

φ700～900 φ1000～1200 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.018 0.021 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.015 0.019 

砂礫 
礫質土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 3.1 3.4 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.009 0.012 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.009 0.011 砂質土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 2.3 2.5 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ 個 0.007 0.010 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ 本 0.007 0.009 粘性土 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 袋 0.9 1.1 

ｳｲﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ － φ700～900mm φ1000～1200mm 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ － φ101mm φ150mm 規 格 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ － 25kg/袋 25kg/袋 
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4.7.10 諸雑費 

諸雑費は、やぐら、トレミーパイプ、スラッシュタンク、配管材損料、発動発

電機の運転燃料費などの費用であり、労務費、機械損料、賃料の合計額に次表の

率を乗じた額を計上します。 

表 4.7-16  諸雑費率 

諸雑費率 20 (%) 

 

4.7.11 単価表 

労務費・材料費・損耗費・機械損料(賃料、運転経費)・諸雑費について

の単価表をそれぞれまとめます。 

   なお、表中に用いる記号の意味は次の通りです。 

 

Ｔ ： 大口径ボーリングマシンの運転日当たり運転時間 (h) 

Ｔc： 杭１本当り 施工時間 (min/本)

Ｔ１： 杭１本当り 準備時間 (min/本)

Ｔ２： 杭１本当り 削孔時間 (min/本)

Ｔ３： 杭１本当り 鉄筋建込み時間 (min/本)

Ｔ４： 杭１本当り 孔内洗浄時間 (min/本)

Ｔ５： 杭１本当り コンクリート打設時間 (min/本)

Ｔ６： 杭１本当り ロッドの継足し・引抜きおよびビッ

ト交換時間 

(min/本)

Ｆ ： 補正係数   

Ｔｃ ＝ (Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６)／F  
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表 4.7-17  BH工の単価表 

(鉄筋コンクリート杭) 

(杭1本当り) 

名称 単位 単価(円) 数量 

世話役 Tc/(60×T)×1
 

特殊作業員 Tc/(60×T)×1
 

特殊運転手 Tc/(60×T)×1
 

普通作業員 Tc/(60×T)×2
 

0 (継手箇所数なし) 

溶接工 

人 表 5.5-1

Tc/(60×T)×1 

(継手箇所数あり) 

コンクリート m3 表 5.3-1
コンクリート使用量 
(小数点第2位を四捨五入) 

鉄筋材料 t 表 5.3-1

鉄筋重量 

(= 設計重量×1.05) 
(小数点第4位を四捨五入) 

ウイングビット 個

ボーリングロッド 本

ベントナイト 袋

表 5.7-1 表 4.7-15 

大口径ボーリングマシン損料 時間 Tc/60
 

グラウトポンプ損料 日 (T2+T4)/(60×T×F)
 

サンドポンプ損料 日 (T2+T4+T5)/(60×T×F)
 

サイクロンスクリーン損料 日 (T2+T4+T5)/(60×T×F)
 

ベントナイトミキサ損料 日 Tc/(60×T)×1.3
 

給水ポンプ損料 日 Tc/(60×T)
 

発動発電機損料 日 Tc/(60×T)
 

バックホウ賃料 日 Tc/(60×T) 

補助トラッククレーン賃料 日 

表 5.8-1

Tc/(60×T)
 

諸雑費 式  1 

特に指定の無い場合、数量は小数点第3位を四捨五入 

 

Ｔ：大口径ボーリングマシン運転１日当りの運転時間  Ｔ＝６．７８(hr) 
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五大開発株式会社   

システム技術部 ユーザーサポート係 

TEL 050-3385-2996 

     ｛祝祭日と年末年始を除く月～金曜9:00～12:00  13:00～17:00｝ 

FAX 076-240-9585 

 

ホームページアドレス http://www.godai.co.jp/ 

E-Mailアドレス  pp-info@godai.co.jp 
 

 



 

 

お問い合わせ 
 

当社のアプリケーションについてのお問い合わせは、このお問い合わせシートを

コピーし、下記の事項をご記入いただいたうえで、ユーザーサポート係までご連絡

ください。 

 

 年 月 日 この紙を含めて（   ）枚 

御 社 名  

御 担 当 課  

御 担 当 者  

御 住 所
 

電 話  

 

五大開発株式会社 

ユーザーサポート係 

 

 
FAX (076) 240-9585 

電話（直通） (050) 3385-2996 
Ｆ Ａ Ｘ  

 プログラム名 ：抑止杭  

 プログラムのSerial No.*1 ：  

 プログラムのバージョン*2 ：  

 Windowsのバージョン*3 ：  

 コンピュータの機種 ：メーカー名          機種名         CPU名  

 全メモリ容量 ：  

 プリンタの機種 ：メーカー名          機種名  

 その他の周辺機器 ：  

 

 
[ お問い合わせ内容 ] 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

＊１ プログラムのシリアル No.は、製品CDのケースに記載されています。 

＊２ プログラムのバージョンは、[ヘルプ]－[バージョン情報]で確認できます。 

＊３ Windowsのバージョンは、[マイコンピュータ]の[プロパティ]－[全般]のシステ

ムの項目で確認できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抑止杭 取り扱い説明書 

概算工事費編 

2017年 5月 1日  12版 2刷 
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発行者  五大開発株式会社          

〒921-8051 石川県金沢市黒田１丁目３５番地 
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